
<
所
在
地>

　

〒
９
２
７
・
１
２
９
５　

石
川
県
珠
洲
市
上
戸
町
北
方
１
字
６
番
地
２

あ

０
７
６
８
（
８
２
）
２
２
２
２　

い

０
７
６
８
（
８
２
）
５
６
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://www.city.suzu.ishikawa.jp/
<

編
集
・
発
行>

　
　

珠
洲
市
役
所
広
報
委
員
会

広
報
す
ず
　
　
　
月
号
（
毎
月
１
日
発
行
）

No.704

4

今
井
　
豊

平
成
21
年
東
京
か
ら
移
住
。
23
年
に「
す
ず
た
ま
C
F
」を
設
立
。

地
域
に
根
ざ
し
た
モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

デ
ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
、
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

ブ
ロ
グ
「http://notonoroshi.blogspot.jp/

」

野送り 鰯〆粕絞り 溜池の鮒しき

　
温
か
い
陽
気
に
包
ま
れ
た
あ
る
日
、
熊
谷
町
に
あ
る
工
房
「
ひ
ま
つ

ぶ
し
」
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

　
工
房
の
主
は
藁
細
工
の
達
人
、
藪
下
益
栄
さ
ん
で
す
。
藁
細
工
以
外

に
藪
下
さ
ん
は
、昔
自
身
が
見
た
子
供
の
頃
の
奥
能
登
の
農
村
風
景
を
、

絵
日
記
に
し
て
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
の
田
園
風
景
、
子
供
の
頃
の
遊
び
、
農
作
業
風
景
な
ど
、

私
の
知
ら
な
い
能
登
の
風
景
や
生
活
を
、
昭
和
３
年
生
ま
れ
の
藪
下
さ

ん
が
、
当
時
を
思
い
出
し
て
は
絵
に
し
て
い
ま
す
。
藪
下
さ
ん
は
、
描

き
た
め
た
沢
山
の
絵
日
記
を
私
に
見
せ
る
と
、
当
時
の
様
子
を
事
細
か

く
お
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ボ
タ
ン
や
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
現
代
の
生

活
と
は
違
い
、
一
つ
一
つ
を
手
作
業
で
行
う
生
活
風
景
が
、
そ
れ
ら
の

絵
の
中
に
は
、
沢
山
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
不
便
な
生
活
の
中
に
、
目

で
見
て
理
解
が
出
来
る
、
生
活
の
知
恵
や
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
不
思
議

と
そ
ん
な
暮
ら
し
が
、
な
ん
だ
か
と
て
も
豊
か
で
、
調
度
良
い
不
便
さ

に
見
え
て
き
て
、
私
は
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
珠
洲
で
の
生
活
は
都
会
に
比
べ
る
と
、
圧
倒
的
に
不
便
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
不
便
さ
を
、
心
地
良
い
不
便
さ
と
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
心
の
豊
か
さ
を
築
い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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広報すず

 ●今月の特集②

 自然と共生する地域に
（ 34～35ページ） 

 ●今月の特集①

 23,009,963,000円の使い道
（２～７ページ） 

　コウノトリ
　珠洲に降り立ち
　春探し
 （ ３月５日、 若山町出田で撮影）

　前日の
　うわさ聞きつけ

　トキまでも
 （ ３月６日、 熊谷町で撮影）

珠洲の空を舞うトキ
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平
成
　
年
度

当
初
予
算

各会計予算額

一般会計

特別会計

国民健康保険

国民宿舎

下水道

農業集落排水

介護保険（保険事業）

介護保険（介護サービス）

後期高齢者医療

賃貸住宅

企業会計

病院

水道

合計

108億 3,000万円

65億 1,964万 2千円

21億 7,736万円

362万 1千円

12億 3,732万 2千円

8,826万 4千円

27億 427万円

1,247万 2千円

2億 7,896万 6千円

1,736万 7千円

56億 6,032万 1千円

44億 7,575万 8千円

11億 8,456万 3千円

230億 996万 3千円

３
月
５
日
か
ら
18
日
に
か
け
て

市
議
会
３
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
平
成
25
年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
お
金
を
使
い
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
を
ま
と
め
た

「
当
初
予
算
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

全
会
計
を
合
わ
せ
た
25
年
度
の
予
算
全
体
額
は
、

２
３
０
億
９
９
６
万
３
千
円
。

珠
洲
市
の
将
来
を
決
め
る
大
切
な
お
金
で
す
。

こ
こ
で
そ
の
大
切
な
中
身
に
つ
い
て
、

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。
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一
般
会
計
当
初
予
算
は

１
０
８
億
３
千
万
円

　

平
成
25
年
度
珠
洲
市
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
対
前
年
度
比

９
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
１
０

８
億
３
千
万
円
、
特
別
会
計
は

対
前
年
度
比
１
・
５
パ
ー
セ
ン

ト
減
の
65
億
１
、
９
６
４
万
２

千
円
、
企
業
会
計
は
対
前
年
度

比
５
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

56
億
６
、
０
３
２
万
１
千
円
で

編
成
し
、
全
会
計
を
合
わ
せ
た

25
年
度
予
算
全
体
は
、
対
前
年

度
比
２
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

２
３
０
億
９
９
６
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
を

大
幅
に
増
加

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方

交
付
税
が
人
件
費
削
減
な
ど

の
影
響
を
考
慮
し
、
前
年
度

比
０
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

52
億
１
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
市
税
に
つ
い
て

は
、
た
ば
こ
税
の
税
率
改
正
が

行
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
全

体
と
し
て
は
対
前
年
度
比
３
・

８
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
15
億
６
、

１
５
４
万
６
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
国
が
進

め
る
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
経

済
対
策
に
呼
応
し
、
か
つ
こ

れ
ま
で
計
画
し
て
き
た
大
型

事
業
を
着
工
に
移
す
こ
と
か

ら
、
投
資
的
経
費
を
対
前
年

度
比
42
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

19
億
７
、
７
６
５
万
５
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
25
年
度
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
活
性
化
、

「
自
然
と
共
生
す
る
珠
洲
市
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
そ
し
て
防
災
力

の
強
化
な
ど
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
３
点
に
重
点

を
置
い
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

「
交
流
人
口
の
拡
大
と
活
性
化
」

「
自
然
と
共
生
す
る
珠
洲
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

こ
の
３
つ
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す

25
年
度
の
主
な
事
業

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
蛸
島

地
区
の
公
共
下
水
道
整
備
事
業

に
併
せ
た
街
な
み
環
境
整
備
事

業
や
、
木
の
浦
地
区
に
お
け
る

観
光
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
、

消
防
庁
舎
整
備
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

　

ま
た
、
西
部
小
学
校
と
大
谷

中
学
校
に
つ
い
て
、
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
教
育
に
向
け
た

基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
真
浦
地
区
の
水

道
整
備
、
市
内
13
カ
所
に
衛
星

携
帯
電
話
の
導
入
、
市
内
小
中

学
校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
な

ど
も
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
25
年

度
に
行
う
主
要
事
業
を
、
第
５

次
総
合
計
画
の
７
つ
の
基
本
方

針
の
う
ち
、
予
算
編
成
に
直
接

関
係
の
あ
る
６
つ
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

珠洲市のゆるキャラ
「みつけたろう」

3 2

民生費
22億140万円（20.3%）

公債費
15億5,737万円（14.4%）

衛生費
14億8,993万円（13.8%）土木費

12億2,470万5千円（11.3%）

消防費
9億2,817万6千円（8.6%）

総務費
11億3,791万9千円（10.5%）

農林水産業費、議会費など
6億5,007万8千円（6.0%）

商工費
8億9,033万1千円（8.2%）

教育費
7億5,009万1千円（6.9%）

地方交付税
52億1,000万円（48.1%）

市債
10億9,930万円（10.2%）

国庫支出金
6億4,174万1千円（5.9%）

県支出金
4億9,193万円（4.5%）

地方消費税交付金、地方譲与税など
3億119万6千円（2.8%）

市税
15億6,154万6千円（14.4%）

繰入金
11億6,461万8千円（10.8%）

諸収入、使用料および手数料など
2億3,343万8千円（2.1%）

分担金および負担金
1億2,623万1千円（1.2%）

一般会計

歳入

一般会計

歳出
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大
学
や
奥
能
登
の
市
町
が
連
携
し
て

人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
珠
洲

市
の
活
性
化
や
若
者
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン

に
よ
る
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
間
交
流
を
支
援
し
、
魅

力
向
上
と
さ
ら
な
る
誘
客
を
図
り
ま
す
。

◎
里
山
里
海
マ
イ
ス
タ
ー
等
移
住
定
住

支
援
事
業

１
０
０
万
円

●
能
登
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

１
、
１
２
５
万
円

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
や
不
妊
治
療
費
の
助
成
な
ど
、

少
子
化
に
対
応
し
た
事
業
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。
加
え
て
今
年
度
か
ら
、
高

齢
者
の
移
動
支
援
と
し
て
北
陸
鉄
道
グ

ル
ー
プ
が
発
行
す
る
シ
ル
バ
ー
定
期
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
自
立

を
支
援
す
る
な
ど
、
誰
も
が
健
や
か
に

生
活
で
き
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

●
保
育
所
費

４
億
５
、
７
８
９
万
１
千
円

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

１
、
４
３
６
万
５
千
円

◎
鵜
飼
保
育
所
改
修
事
業

６
、
８
６
１
万
８
千
円

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
事
業

２
２
３
万
５
千
円

◎
シ
ル
バ
ー
定
期
割
引
事
業２

０
０
万
円

●
高
齢
者
安
心
生
活
手
助
け
事
業

４
２
０
万
５
千
円

●
ふ
れ
あ
い
入
浴
事
業１

３
１
万
１
千
円

●
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付

２
億
２
、
０
３
４
万
５
千
円

●
医
療
費
給
付

４
、
５
１
０
万
２
千
円

　

魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
ほ
か
、
国
際
化
の
進
む
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
幼
少
期
か
ら
の
英
語
教

育
を
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
、
文
化
財
保
護
事
業
を

引
き
続
き
行
う
と
共
に
、
ラ
ポ
ル
ト
す

ず
を
利
用
し
た
地
域
・
文
化
交
流
を
促

進
し
ま
す
。

◎
西
部
小
・
大
谷
中
統
合
整
備
事
業

２
、
７
０
２
万
７
千
円

　

観
光
誘
客
対
策
、
観
光
交
流
の
推
進

の
た
め
の
「
お
も
て
な
し
力
向
上
」
の
取

り
組
み
と
し
て
、
市
内
宿
泊
施
設
の
改

修
費
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
創
出
、
企
業
誘
致
、
創

業
支
援
、
事
業
拡
大
支
援
に
積
極
的
に

取
り
組
む
共
に
、
珠
洲
ブ
ラ
ン
ド
の
定

着
に
向
け
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

●
観
光
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業

３
億
８
、
７
４
０
万
円

◎
塩
田
村
物
販
施
設
増
設
事
業

２
、
３
６
０
万
２
千
円

◎
珠
洲
４
号
源
泉
掘
削
事
業

６
、
１
０
０
万
円

●
観
光
宣
伝
事
業

１
、
１
２
０
万
５
千
円

●
誘
客
イ
ベ
ン
ト
事
業

８
１
０
万
円

●
奥
能
登
珠
洲
の
交
流
支
援
事
業

３
０
０
万
円

●
珠
洲
親
子
の
日
交
流
事
業１

５
０
万
円

●
観
光
施
設
指
定
管
理
委
託
事
業

４
、
５
４
５
万
９
千
円

●
能
登
空
港
利
用
促
進
事
業

１
、
５
４
６
万
９
千
円

◎
新
幹
線
開
業
Ｐ
Ｒ
推
進
フ
ァ
ン
ド
貸

付
金

１
億
１
、
０
０
０
万
円

①
参
画
・
実
践

③
健
康
・
福
祉

④
文
化
・
教
育

②
産
業
・
観
光

●
宿
泊
施
設
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

６
０
０
万
円

◎
寄
り
道
パ
ー
キ
ン
グ
管
理
事
業

82
万
５
千
円

●
企
業
立
地
促
進
奨
励
事
業

１
５
４
万
６
千
円

●
地
域
活
性
化
創
業
支
援
事
業

５
０
０
万
円

●
鵜
飼
漁
港
海
岸
環
境
整
備
事
業

９
１
０
万
円

●
寺
家
漁
港
水
産
基
盤
整
備
事
業

３
、
０
１
０
万
円

◎
農
産
物
等
生
産
拡
大
支
援
事
業

１
０
５
万
円

◎
珠
洲
焼
館
運
営
事
業７

１
１
万
１
千
円

●
珠
洲
焼
購
入
助
成
事
業

50
万
円

◎
珠
洲
市
緊
急
雇
用
対
策
事
業

１
、
５
７
２
万
７
千
円

●
若
者
定
住
促
進
支
援
事
業

１
５
９
万
２
千
円

地
域
の
未
来
を
共
に
考
え
行
動
す
る

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す

助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
学
び

創
造
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

珠
洲
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る

賑
わ
い
と
活
力
の
ま
ち
づ
く
り

●
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

７
９
２
万
６
千
円

●
新
規
就
農
者
定
着
促
進
事
業

７
５
０
万
円

●
空
き
家
改
修
費
補
助
金

１
５
０
万
円

●
姉
妹
都
市
交
流
事
業６

０
０
万
９
千
円

◎
見
付
・
恋
路
海
岸
周
辺
活
性
化
事
業

補
助
金

１
５
０
万
円

◎
鉢
ヶ
崎
周
辺
施
設
再
編
検
討
事
業

３
０
０
万
円

●
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

４
５
３
万
９
千
円

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

事
業

３
３
６
万
６
千
円

●
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成

１
５
６
万
円

●
医
療
機
器
整
備
費
（
循
環
器
超
音
波

診
断
装
置
）　

２
、
５
２
０
万
円

●
予
防
接
種
助
成

３
、
５
３
２
万
５
千
円

☆
が
ん
検
診
事
業

１
、
４
３
４
万
２
千
円

●
不
妊
治
療
費
助
成

１
１
０
万
円

●
母
子
保
健
推
進
事
業９

２
１
万
５
千
円

●
小
児
医
療
費
助
成１

、
２
０
３
万
１
千
円

●
未
熟
児
養
育
医
療
給
付

40
万
１
千
円

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
事
業

１
、
６
１
７
万
８
千
円

◎
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業

３
、
４
５
６
万
７
千
円

●
高
等
学
校
通
学
費
助
成
事
業

３
７
０
万
円

●
学
校
図
書
館
司
書
配
置
事
業

９
１
５
万
８
千
円

●
小
中
学
校
義
務
教
育
教
材
備
品
費

１
、
２
５
４
万
８
千
円

●
小
中
学
校
英
語
指
導
助
手
招
致
事
業

１
、
０
０
５
万
９
千
円

●
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
運
営
事
業

３
、
４
８
１
万
１
千
円

◎
能
登
塩
田
再
興
碑
改
修
事
業

２
５
４
万
８
千
円

●
指
定
有
形
文
化
財
管
理
等
補
助
金

２
２
３
万
４
千
円

●
地
域
伝
統
芸
能
等
保
存
事
業

58
万
４
千
円

◎
公
民
館
地
域
事
業
委
託
費

７
４
０
万
８
千
円

◎
は
新
規
事
業
、
☆
は
制
度
拡
大
事
業
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　今年度の一般会計当初予算規模は 108 億３

千万円です。とは言っても数字が大きすぎて

なかなか実感できないのが正直なところ。

 そこで、みなさんに分かりやすいよう「珠

洲太郎さんの家計簿」に置き換えてみました。

（いろいろな収入や支出があり、一般家庭と

は異なりますが、予算額を1,000 分の１に置

き換えてみました）。

■企画財政課財政係　あ（８２）７７２１

　　  支出項目

食費（人件費）

医療費（扶助費）

ローン返済（公債費）

光熱水費など（物件費など）

家の修繕

（投資的経費、維持補修費）

子どもへの仕送り

（特別会計への繰出金など）

預金（積立金）

　　　　　　　　　　　計

　　  収入項目

基本給与（市税）

親からの仕送り

（地方譲与税、地方交付税など）

諸手当（分担金および負担金）

パート収入（使用料や手数料）

特別なことがあったときの

親からの限定的な援助

（国や県の支出金）

雑所得（財産収入など）

預金の取り崩し（繰入金）

銀行からの借り入れ（市債）

　　　　　　　　　　　計

175万円

69万円

156万円

131万円

217万円

332万円

3万円

1,083万円

156万円

551万円

13万円

10万円

113万円

13万円

117万円

110万円

1,083万円

       支出（歳出）の特徴

●去年も家の大規模な修繕工事をしま

したが、家が古くなっているので今年

も去年よりかかりそうです。

●自分が親から仕送りを受けていなが

ら、子どもたちへの仕送りもしないと

いけません。

●来年以降も、医療費やローンの返済

は同じくらいかかると思われます。

●食費や光熱水費は、ここ数年間切り

詰めてきましたが、これからも節約し

ていく努力をしなければなりません。

       収入（歳入）の特徴

●不景気で給与が少なく、親からの仕

送りに頼っていることが明らかです。

●去年よりも銀行からの借り入れや預

金の取り崩しが多いです。

●親も生活がかかっているので、今後

は親からの仕送りが減っていくことが

考えられます。

●預金もそんなに多く残っていません。

●基本給与や諸手当、パート収入の増

に期待したいところです。

●今の景気では、収入が減っていくこ

とが予想されるので、支出を抑えてい

くことが大事だと考えます。

　

バ
イ
オ
マ
ス
メ
タ
ン
発
酵
処
理
施
設

の
運
営
や
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を

は
じ
め
、
環
境
に
優
し
い
社
会
の
形
成

を
実
行
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
世
界
農
業
遺
産
の
維
持
、

保
全
活
動
を
通
じ
、
「
自
然
と
共
生
す

る
珠
洲
市
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
を
順
次
更
新
す

る
ほ
か
、
消
防
庁
舎
の
建
設
準
備
や
避

難
誘
導
路
の
整
備
な
ど
東
日
本
大
震
災

を
踏
ま
え
た
「
防
災
力
の
強
化
」
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の
防
災
対
策
、

日
常
生
活
の
支
援
と
し
て
、
３
地
区
で

実
施
し
て
い
る「
ち
ょ
っ
こ
り
た
す
け

隊
事
業
」
を
全
地
区
に
拡
大
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
道
路
整
備
の
促
進
、
生
活
バ
ス
路
線

の
運
行
対
策
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
市
営
バ
ス
運
行
事
業４

３
１
万
５
千
円

●
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業

２
、
４
２
６
万
１
千
円

●
バ
ス
路
線
再
編
事
業３

８
７
万
６
千
円

●
道
整
備
事
業
費

１
億
20
万
円

●
消
防
分
団
ポ
ン
プ
車
整
備
事
業（
大

谷
分
団
）

１
、
８
６
６
万
６
千
円

●
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業
費
負

担
金

５
、
０
４
９
万
７
千
円

●
避
難
誘
導
整
備
事
業

１
、
１
７
０
万
円

●
防
火
水
槽
新
設
事
業（
４
カ
所
）

３
、
５
０
４
万
円

⑤
自
然
環
境

⑥
都
市
基
盤

半
島
の
自
然
を
生
か
し
未
来
へ
伝
え
る

環
境
共
生
型
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
な
定
住
を
支
え
る

快
適
居
住
の
ま
ち
づ
く
り

●
バ
イ
オ
マ
ス
メ
タ
ン
発
酵
処
理
施
設

運
営
事
業

９
、
２
７
６
万
２
千
円

●
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業

６
、
４
４
７
万
６
千
円

◎
電
気
自
動
車
導
入
事
業

３
６
２
万
円

●
ご
み
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
推
進
事
業（
奥
能
登

ク
リ
ー
ン
組
合
）

４
億
２
、
９
１
８
万
円

◎
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ス
ト
ー
ブ
購
入
費

補
助

２
０
０
万
円

●
林
業
活
性
化
路
網
整
備
事
業

６
、
７
６
０
万
円

●
農
地
流
動
化
農
村
環
境
保
全
促
進
事
業

２
０
０
万
円

●
地
域
生
物
多
様
性
保
全
活
動
推
進
事
業

８
２
０
万
９
千
円

◎
里
山
里
海
応
援
基
金
事
業
費
補
助
金

３
０
０
万
円

◎
「
珠
洲
の
里
山
」
生
き
物
調
査
事
業

50
万
円

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

助
成
事
業

４
５
０
万
円

●
消
防
庁
舎
整
備
事
業

３
億
８
、
６
７
６
万
４
千
円

☆
ち
ょ
っ
こ
り
た
す
け
隊
事
業

７
８
４
万
４
千
円

◎
衛
星
携
帯
電
話
導
入
事
業

２
２
８
万
１
千
円

●
集
会
所
修
繕
費
補
助
金

５
０
０
万
円

●
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業

２
億
１
、
８
５
０
万
円

●
街
な
み
環
境
整
備
事
業

１
億
６
、
０
０
０
万
円

●
公
共
下
水
道
整
備
事
業（
蛸
島
、宝
立
）

４
億
６
、
２
６
５
万
４
千
円

◎
統
合
簡
易
水
道
事
業（
真
浦
地
区
）

３
、
６
１
０
万
円

◎
は
新
規
事
業
、
☆
は
制
度
拡
大
事
業

年間支出見込み年間収入見込み

平成 25 年度

珠洲太郎さんの

家計簿予算



89

議 会 報 告
平成25年第１回珠洲市議会３月定例会

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

１
、
０
０
９
万
８
千
円
を
減
額
し
、

累
計
で
23
億
９
４
５
万
４
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

３
、
２
１
９
万
９
千
円
を
減
額
し
、

累
計
で
12
億
３
、
０
５
１
万
４
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

３
５
０
万
円
を
減
額
し
、
累
計
で

８
、
５
４
５
万
６
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
）

７
、
４
８
０
万
６
千
円
を
増
額
し
、

累
計
で
26
億
７
、
２
７
０
万
４
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

■
病
院
事
業
会
計

１
億
４
、
６
７
８
万
７
千
円
を
増

額
し
、
累
計
で
48
億
３
、
６
２
５

万
５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

５
、
８
６
７
万
４
千
円
を
減
額
し
、

累
計
で
12
億
７
、
４
８
０
万
２
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

条
例

■
珠
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
支
援

金
分
と
介
護
分
の
資
産
割
を
引
き

下
げ
、
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ

社
会
資
本
整
備
費
な
ど
一
般
会
計
で
５
億
４
、９
０
２
万
円
を
増
額

市
長
提
出
の
議
案
38
件
を
可
決
、
議
案
１
件
と
諮
問
１
件
に
同
意

ま
し
た
。
詳
し
く
は
19
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

■
珠
洲
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、
対
策
本
部

に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
ま

し
た
。

■
珠
洲
市
立
公
民
館
設
置
条
例
に

つ
い
て

平
成
25
年
度
か
ら
、
市
内
10
公
民

館
を
市
の
直
営
施
設
と
す
る
た
め
、

必
要
な
規
定
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

公
民
館
長
と
珠
洲
焼
資
料
館
長
の

報
酬
額
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

■
珠
洲
焼
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

珠
洲
焼
館
を
市
の
直
営
施
設
と
し

て
設
置
し
、
管
理
に
関
し
て
必
要

な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

■
珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

施
設
等
利
用
料
の
未
納
者
へ
の
利

用
の
制
限
、
自
立
支
援
工
房
の
利

用
期
間
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

予
算

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
や
特
別

会
計
、
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

２
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
24
年
度
の
各
会
計
の
補

正
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
会
計

５
億
４
、
９
０
２
万
円
を
増
額
し
、

累
計
で
１
１
１
億
５
、
７
６
０
万

６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
ペ
ー
ジ
下
に
掲
載
。

■
珠
洲
家
畜
診
療
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

家
畜
診
療
手
数
料
の
一
部
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

■
寄
り
道
パ
ー
キ
ン
グ
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

三
崎
町
寺
家
に
寄
り
道
パ
ー
キ
ン

グ
施
設
を
設
置
し
、
管
理
に
必
要

な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

■
珠
洲
市
多
目
的
ホ
ー
ル
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

ラ
ポ
ル
ト
す
ず
の
「
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
」
を
貸
室
と
し
て
活
用
す
る
た

め
、
使
用
料
を
設
定
し
ま
し
た
。

■
珠
洲
市
公
共
下
水
道
の
構
造
の

技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

■
珠
洲
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

こ
の
２
件
は
、
地
域
主
権
一
括
法

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

■
珠
洲
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
道
路
の
占
用
許
可
対
象
物
件

歳出

●増額

社会資本整備総合交付金事業費

消防庁舎建設準備基金積立金

道路等維持経費

退職手当（一般職分）

寺家漁港水産基盤整備事業費

1億 7,930万 3千円

1億円

6,624万 3千円

6,197万 2千円

3,030万円

一般会計補正予算の主なもの

議決事項

一般質問で答弁に立つ泉谷市長。

議長に上野議員を選出

　今議会最終日（３月 18 日）に議

長選挙が行われ、上野良夫議員が

議長に選ばれました。

就任のごあいさつ

　この度、議員各位のご推挙によ

り、第 35 代市議会議長に就かせ

ていただきました。

　誠に身に余る光栄に存じますと

共に、その重責を痛感し身の引き

締まる思いであります。

　もとより、浅学非才の身ではあ

りますが、地方自治の本旨に基づ

く議会運営にあたりまして常に誠

意を尽くし、全身全霊を傾けて取

り組んで参る所存です。

　過疎化と少子高齢化が進む本市

においては、定住人口の拡大・交

流人口の拡大に取り組むことこそ

が、本市が自立し、活性化するた

めの必要な施策にほかならないと

考えており、今、世界農業遺産の

認定、能登有料道路の無料化、再

来年の北陸新幹線金沢開業と、絶

好のチャンスが到来していると感

じております。

　こうしたチャンスを活かし、市

民の皆さんが生き生きと暮らせる

まちづくりに邁進したいと考えて

おりますので、なお一層のご支援、

ご協力を賜りますようお願い申し

上げまして、就任のごあいさつと

いたします。

珠洲市議会議長　上野良夫

議長選出

上野議長

と
し
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
、
風

力
発
電
設
備
お
よ
び
津
波
か
ら
の

一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
の
機

能
を
持
つ
堅
固
な
施
設
が
追
加
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
必
要
な
規
定

を
改
正
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か

■
上
山
・
北
山
辺
地
に
係
る
公
共

的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

■
真
浦
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

■
折
戸
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

こ
の
３
件
は
、
辺
地
対
策
推
進
の

た
め
に
総
合
整
備
計
画
を
策
定
ま

た
は
変
更
し
た
も
の
で
す
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
５
件
）

詳
し
く
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

■
市
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

若
山
町
鈴
内
の
市
道
31
号
線
の
終

点
と
延
長
を
変
更
し
ま
し
た
。

同
意
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

■
珠
洲
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

珠
洲
市
監
査
委
員
に
つ
い
て
、
大

兼
政
忠
男
さ
ん
（
大
谷
町
）
を
選
任

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

同
意
さ
れ
た
市
長
提
出
諮
問

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
人

権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
坪
野
節

子
さ
ん
（
飯
田
町
）
、
坪
井
孝
暁
さ

ん
（
正
院
町
）
、
三
牧
久
子
さ
ん
（
三

崎
町
）
、
橋
矢
誠
一
郎
さ
ん
（
狼
煙

町
）
、
金
田
多
二
子
さ
ん
（
馬
緤
町
）

が
適
任
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
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大
気
汚
染
へ
の
対
応
は

　

「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
に
つ
い
て
は
現

在
、
国
や
県
が
設
置
し
た
観
測
局

に
お
い
て
計
測
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
計
測
値
は
１
時
間
ご
と
に
公

開
さ
れ
て
い
る
。

　

先
般
、
本
市
の
濃
度
が
通
常
の

６
倍
を
記
録
し
た
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」

の
一
種
で
あ
る
黒
色
炭
素
粒
子
が
、

通
常
１
日
平
均
１
立
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
０
・
３
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
の
に
対
し
、
２
月
２
日
に

は
１
・
８
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
記

録
し
た
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
ほ
ど

高
い
濃
度
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

こ
こ
数
日
は
、
七
尾
市
で
一
時
45

マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
観
測
す
る
な

ど
高
い
数
値
を
記
録
し
て
い
る
。

　

国
で
は
、
注
意
喚
起
を
行
う
た

め
の
暫
定
的
な
指
針
値
を
「
１
日

平
均
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
70

マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
」
と
定
め
て
い

る
が
、
県
で
も
現
在
、
注
意
喚
起

を
行
う
基
準
値
や
連
絡
方
法
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
最
寄
り
の
七
尾
測

定
局
の
デ
ー
タ
を
逐
次
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
り
、
県
か
ら
通
報
を
受
け

た
場
合
に
は
、
直
ち
に
防
災
行
政

無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。
そ
の

際
に
は
、
不
要
な
外
出
や
激
し
い

運
動
を
控
え
る
と
共
に
、
マ
ス
ク

の
装
着
や
こ
ま
め
に
う
が
い
を
す

る
な
ど
、
健
康
管
理
に
ご
留
意
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

医
師
不
足
解
消
の

取
り
組
み
は

　

現
在
、
常
勤
医
師
16
人
に
加
え
、

非
常
勤
医
師
と
し
て
金
沢
大
学
や

近
隣
の
病
院
か
ら
の
協
力
を
得
て

当
直
医
や
麻
酔
医
を
含
め
約
40
人

の
医
師
が
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
金

沢
大
学
医
学
部
や
石
川
県
健
康
福

祉
部
に
協
力
い
た
だ
き
、
医
師
の

確
保
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
、

自
治
体
病
院
へ
の
医
師
の
供
給
源

で
あ
っ
た
大
学
医
局
の
人
員
不
足

か
ら
、
医
師
確
保
が
も
っ
と
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

石
川
県
で
は
、
県
内
の
医
師
不

足
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

平
成
21
年
度
よ
り
地
域
医
療
に
従

事
す
る
明
確
な
意
思
を
持
っ
た
優

秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
金

沢
大
学
医
学
部
に
お
い
て
地
域
枠

を
設
置
。
毎
年
10
人
ほ
ど
の
学
生

が
医
師
を
目
指
し
て
就
学
し
、
平

成
27
年
度
か
ら
県
内
の
医
療
機
関

に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
医
師
確
保

の
た
め
に
は
待
遇
改
善
も
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
住
環
境
の
整
備

と
し
て
平
成
21
年
度
に
４
戸
、
22

年
度
で
２
戸
、
さ
ら
に
23
年
度
で

は
２
戸
の
医
師
住
宅
を
建
設
し
、

現
在
、
医
師
ア
パ
ー
ト
４
部
屋
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
地
元
出
身
の
医
師
確
保

に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
石

川
県
や
関
連
大
学
病
院
に
さ
ら
な

る
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、

能
登
北
部
医
療
圏
に
お
け
る
広
域

的
な
連
携
に
よ
り
、
充
実
を
図
る

こ
と
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

珠
洲
焼
館
の

今
後
の
利
活
用
は

　

珠
洲
焼
館
に
つ
い
て
は
、
財
団

法
人
鉢
ヶ
崎
リ
ゾ
ー
ト
振
興
協
会

か
ら
施
設
を
譲
り
受
け
、
本
市
が

直
接
運
営
す
る
こ
と
と
し
、
陶
芸

セ
ン
タ
ー
、
珠
洲
焼
資
料
館
、
珠

洲
焼
館
の
３
施
設
を
一
体
的
に
管

理
・
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
珠
洲
焼
の
振
興
と
陶
工
の

育
成
を
図
り
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の
珠
洲

焼
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
販
売
手
数
料
率
の
引
き
下
げ
や
、

若
い
陶
工
を
対
象
と
し
た
展
示
・

販
売
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

木
ノ
浦
周
辺
の

道
路
・
施
設
整
備
は

　

木
の
浦
バ
ス
停
が
あ
る
県
道
か

ら
、
今
後
、
整
備
を
進
め
る
観
光

交
流
拠
点
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
は
、
勾
配
が
14
パ
ー
セ
ン
ト
と

非
常
に
険
し
く
、
カ
ー
ブ
が
き
つ

い
。
特
に
冬
場
の
通
行
は
安
全
で

「
直
ち
に
注
意
喚
起
放
送
で
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
く
」

Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
高
濃
度
を
記
録
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
泉
谷
市
長
が
答
弁

３
月
12
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
大
兼
政
忠
男
、
米
田
幸
助
、
赤

坂
敏
昭
、
中
板
秀
一
郎
、
北
野
進
、
地
原
友
一
、
濱
田
隆
伸
、
向
山
忠
秀

の
８
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
主
な
答
弁
は
次
の
と

お
り
で
す
。

10
施
設
の
指
定
管
理
者
が

決
定
し
ま
し
た

指定管理者が決まった「寄り道パーキング寺
家」。４月末のオープンに向けて工事が進め
られています。

　10 の公の施設について、平成 25

年度以降の各施設の指定管理者が次

のとおり決まりました。

●寄り道パーキング寺家

寺家里山里海実行委員会（三崎町）

●狼煙地区農山漁村活性化施設

（株）のろし（狼煙町）

●珠洲市自然休養村センター

自然休養村センター管理会（馬緤町）

●国民宿舎能登路荘・見付レストハウス・

見付更衣施設

（株）のとじ荘（宝立町）

●鉢ヶ崎ケビン・鉢ヶ崎メインバースハ

ウス・鉢ヶ崎オートキャンプ場・珠洲鉢ヶ

崎健康運動広場

（財）鉢ヶ崎リゾート振興協会（蛸島町）

指定管理
議員役職

一般質問

■議長　上野良夫

■副議長　三盃三千三

■総務常任委員会

◎向山忠秀、○大兼政忠男、北野進、

中板秀一郎、上野良夫

■教育民生常任委員会

◎森井洋光、○寺井秀樹、濱田隆伸、

三盃三千三

■産業建設常任委員会

◎新谷栄作、○小泊辰男、米田幸助、

地原友一、赤坂敏昭

■議会運営委員会

◎寺井秀樹、○向山忠秀、米田幸助、

新谷栄作、森井洋光

■防災対策特別委員会

◎向山忠秀、○大兼政忠男、地原友一、

北野進、寺井秀樹、森井洋光

■行政改革特別委員会

◎新谷栄作、○向山忠秀、米田幸助、

濱田隆伸、中板秀一郎、赤坂敏昭

■地域振興特別委員会

◎森井洋光、○小泊辰男、濱田隆伸、

大兼政忠男、寺井秀樹、赤坂敏昭

■奥能登広域圏事務組合議会

小泊辰男、新谷栄作

■のと鉄道運営助成基金事務組合議会

濱田隆伸

■奥能登クリーン組合議会

大兼政忠男、寺井秀樹、赤坂敏昭、

向山忠秀、小泊辰男、新谷栄作

■監査委員　大兼政忠男

■国民健康保険運営協議会

北野進、三盃三千三、中板秀一郎、

小泊辰男

■民生委員推薦会

地原友一、中板秀一郎

■都市計画審議会

米田幸助、地原友一、北野進、三盃

三千三、小泊辰男

■商工業等振興委員会

濱田隆伸、中板秀一郎

■公害対策審議会

北野進、赤坂敏昭

■環境審議会

地原友一、三盃三千三

■総合病院運営協議会

米田幸助、三盃三千三、大兼政忠男、

寺井秀樹、向山忠秀

市議会議員
役職一覧
◎は委員長、〇は副委員長（敬称略）。

あ
る
と
は
言
え
な
い
状
況
。

　

こ
の
た
め
、
安
全
な
ア
ク
セ
ス

道
路
を
新
た
に
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
当
該
地
域
は
能
登

半
島
国
定
公
園
区
域
で
あ
り
、
ま

た
石
川
県
指
定
の
地
す
べ
り
指
定

地
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
路
整
備
の
た
め
に
は
県
の
認
可

が
必
要
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
地
元
地
権
者
の
同
意

や
県
道
と
の
交
差
点
協
議
な
ど
も

必
要
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
見
合
う

調
査
を
平
成
25
年
度
に
実
施
し
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
椿
茶
屋
の
ト
イ
レ
は
老

朽
化
し
て
い
る
の
で
、
平
成
25
年

度
に
改
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。



1213

「南町」が「大貫眼科前」に

バス停名が変わりました

　

現
在
運
行
し
て
い
る
天
坂
シ
ャ

ト
ル
（
予
約
制
）
は
、
柳
田
天
坂
バ

ス
停
で
大
谷
特
急
（
大
谷
～
金
沢
）

の
ダ
イ
ヤ
と
接
続
し
ま
す
。
大
谷

特
急
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
で
、
金
沢

駅
に
９
時
13
分
に
着
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
運
行
期
間　

７
月
31
日（
水
）
ま

で■
運
行
方
法　

予
約
制
（
前
日
の

12
時
ま
で
に
予
約
が
必
要
）

予
約
先

■
（
有
）
め
だ
か
交
通

　
　
　
　
　

あ
（
７
６
）
０
０
６
９

問
い
合
わ
せ

■
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
２
１

　

市
で
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す

人
を
対
象
に
、
路
線
バ
ス
定
期
で

１
カ
月
１
万
円
を
超
え
る
額
を
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
要
件

●
通
学
費
負
担
者
お
よ
び
生
徒
が

珠
洲
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

●
通
学
費
負
担
者
が
市
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い

●
通
学
費
負
担
者
が
、
通
学
費
相

当
分
に
つ
い
て
生
活
保
護
法
に
規

定
す
る
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い

な
い

■
申
請
方
法　

通
学
費
補
助
資
格

申
請
書（
在
学
証
明
書
添
付
）
と
補

助
金
申
請
書
兼
請
求
書（
定
期
の

コ
ピ
ー
添
付
）
を
左
記
へ
提
出

　

申
請
書
な
ど
は
飯
田
高
校
・
能

登
高
校
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
係

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
７
８
１
６

　

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
路
線
で

ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
宇
出
津
珠
洲
Ｂ
線（
一
部
の
ダ

イ
ヤ
を
調
整
）

能
登
高
校
発「
17
時
59
分
」

「
18
時
５
分
」

■
宇
出
津
珠
洲
Ｃ
線（
始
発
バ
ス

停
の
変
更
）

「
上
町
発
」

「
柳
田
発
」

※
快
速
「
上
町
発
７
時
28
分
発
」
が

「
柳
田
発
７
時
21
分
」
と
な
り
ま
す
。

■
北
鉄
奥
能
登
バ
ス
（
株
）

　

あ

０
７
６
８
（
２
２
）
２
３
１
１

バス停名

珠洲鉢ヶ崎

弁天公園前

正院

すずなり館前

珠洲市役所前

上戸

珠洲鵜飼

鵜島

柳田天坂

金沢駅

時刻

6:00
6:02
6:05
6:09
6:12
6:14
6:17
6:19

6:36

9:13

 運賃

900円

（天坂

  
まで）

800円

（天坂

  
まで）

600円

（天坂

 
 まで）

2,310円（天坂～金沢駅間）

そのほか

乗車のみ可

大谷特急

6:52発に接続

天坂シャトル運行実験期間を延長 高校生のバス通学費を補助

70歳以上のバス利用を支援

宇出津珠洲線のバスダイヤ改正 市営バス「すずらん」のルート・バス停を変更

バス停

すずなり館前

総合病院

ムサシ前

吾妻町

みちしたクリニック前

飯田港

能登飯田

あいあいパーク

あいずみクリニック

わくわく広場

大貫眼科前

中谷医院前

市役所前

わくわく広場

能登飯田

あいあいパーク

サンユー前

健康増進センター前

総合病院

ムサシ前

すずなり館前

8:30
8:31
8:32
8:35
8:36
8:37
8:38
8:39
8:42
8:43
8:44
8:45
8:46
8:47
8:48
8:49
8:51
8:54
8:56
8:57
8:58

9:30
9:31
9:32
9:35
9:36
9:37
9:38
9:39
9:42
9:43
9:44
9:45
9:46
9:47
9:48
9:49
9:51
9:54
9:56
9:57
9:58

10:30
10:31
10:32
10:35
10:36
10:37
10:38
10:39
10:42
10:43
10:44
10:45
10:46
10:47
10:48
10:49
10:51
10:54
10:56
10:57
10:58

11:30
11:31
11:32
11:35
11:36
11:37
11:38
11:39
11:42
11:43
11:44
11:45
11:46
11:47
11:48
11:49
11:51
11:54
11:56
11:57
11:58

13:00
13:01
13:02
13:05
13:06
13:07
13:08
13:09
13:12
13:13
13:14
13:15
13:16
13:17
13:18
13:19
13:21
13:24
13:26
13:27
13:28

14:00
14:01
14:02
14:05
14:06
14:07
14:08
14:09
14:12
14:13
14:14
14:15
14:16
14:17
14:18
14:19
14:21
14:24
14:26
14:27
14:28

　

■大人 100 円　■小学生 50 円　■障がい者 50 円　■障がい児 30 円

※幼児は大人同伴の場合１人まで無料、２人目から 50 円。

※「障がい者」とは身体障害者手帳、療育手帳または精神保健福祉手帳

を持つ中学生以上の人。小学生以下の人は「障がい児」とします。

③「すずらん」 料金（１回の乗車につき一律）

①「すずらん」 時刻表

②「すずらん」 新ルート

総合病院

すずなり館前

ムサシ前

４月１日から、「ムサシ前」

を経由して終点の「すずな

り館前」に到着します

３月31日まで

４月１日から

②参照

４月からは、より使いやすく！　～バスのお知らせ～

「すずらんちゃん」

まちなか循環バス「すずらん」

イメージキャラクター

新制度

■企画財政課企画係　あ（８２）７７２１

　
　
　
　
　
　
　

北
鉄
奥
能
登
バ
ス
発
行

　
　
　
　
　
　

の
「
シ
ル
バ
ー
定
期
」
。
４

　
　
　
　
　
　

月
１
日
か
ら
市
で
は
、
こ

　
　
　
　
　
　

の
定
期
を
半
額
で
購
入
で

　
　
　
　
　
　

き
る
助
成
制
度
を
開
始
し

　
　
　
　
　
　

ま
す
。
提
示
す
る
と
、
北

　
　
　
　
　
　

陸
鉄
道
が
運
行
す
る
路
線

バ
ス
（
市
内
の
路
線
バ
ス
を
含
む
）
に
無
料

で
乗
車
で
き
ま
す
。

■
助
成
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

70
歳
以
上
の
人

■
助
成
額

●
１
カ
月
定
期　

３
、
５
０
０
円

（
通
常
７
千
円
）

●
２
カ
月
定
期　

７
千
円

（
通
常
１
万
４
千
円
）

●
３
カ
月
定
期　

１
万
円

（
通
常
２
万
円
）

■
購
入
に
必
要
な
物　

印
鑑（
ス
タ
ン
プ

式
不
可
）
、
健
康
保
険
証
な
ど
年
齢
を
確

認
で
き
る
身
分
証
明
書

■
販
売
場
所　

北
鉄
奥
能
登
バ
ス
飯
田
営

業
所
（
す
ず
な
り
館
横
）

　

飯
田
営
業
所
で
の
購
入
の
み
助
成
対
象
。

代
筆
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
が
、
本
人
同

伴
で
飯
田
営
業
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
２
１
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※大人は12 歳以上の人。

※子どもは３歳以上 12 歳未満の人。

※３人以上（団体）の助成の場合、市外の人を含めて団

体扱いをすることができます。ただし、同じ旅程の団

体であることを証明する書類が必要。さらに、市外の

人は市の助成対象となりません。ご注意ください。

利用人数

２人以下

３人以上

（団体）

分類

大人

子ども

大人

子ども

片道利用

なし

なし

商品券
2,000円分

商品券
1,000円分

往復利用

商品券
2,000円分

商品券
1,000円分

商品券
4,000円分

商品券
2,000円分

●対象　搭乗日に珠洲市の住民票を有する人

●申請期間　利用最終日から 30 日以内

●申請場所　市役所１階市民課

　必要書類は利用の形態や申請の仕方によって異なり

ます。このほか、市内の学校が修学旅行で利用する場

合の助成制度もあります。詳しくは下記まで。

■観光交流課交流促進係　あ（８２）７７７６

 能登空港首都圏研修等助成金

●助成金額　１人あたり 3,000 円

●対象　能登空港定期便を往復搭乗する 10 人以上（ウ

イング・ネットワーク会員は５人以上）のグループ・団

体で、研修や視察旅行などを実施する場合

 ハッピーバースデイ能登羽田便利用旅行助成金

●助成金額　１人あたり 3,000 円

●対象　60 歳以上の人が誕生月に出発で能登空港往復

の旅行をする場合

●申請期間　利用最終日から１カ月以内

※両方に該当する場合、１往復につきどちらか１つの

助成を選択します。

※対象は、宝達志水町以北の住民および能登空港ウイ

ング・ネットワーク会員です。

珠洲市の利用促進助成
（市民課で市内共通商品券を交付）

能登空港利用促進同盟会の
利用促進助成

能
登
空
港
の
応
援
団

「
ウ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

能
登
に
暮
ら
す
多
く
の
人
の
熱

意
と
支
援
で
開
港
し
た
能
登
空
港
。

そ
の
思
い
を
次
代
へ
引
き
継
ぐ
組

織
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
能
登

空
港
ウ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
す
。
利
用
促
進
同
盟
会
で
は
、

平
成
25
年
度
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
年
会
費　

個
人
１
、
０
０
０
円
、

法
人
１
万
円

■
有
効
期
限　

平
成
25
年
４
月
１

日
～
26
年
３
月
31
日

■
入
会
手
続
き　

入
会
申
込
書
兼

振
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

年
会
費
を
最
寄
り
の
指
定
金
融
機

関
や
郵
便
局
か
ら
振
り
込
ん
で
く

だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
す
ず
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
１
階
観
光
交
流
課
や
ラ
ポ

ル
ト
す
ず
、
珠
洲
商
工
会
議
所
会

館
に
備
え
て
い
ま
す
。

■
会
員
特
典　

●
会
員
５
人
以
上
で
能
登
空
港
定

期
便
を
往
復
搭
乗
す
る
と
、
１
人

あ
た
り
３
千
円
を
助
成

●
会
報
誌
「
能
登
空
港
だ
よ
り
」
で

空
港
関
連
の
情
報
を
お
知
ら
せ

●
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内

レ
ス
ト
ラ
ン
で
コ
ー
ヒ
ー
１
０
０

円
引
き

●
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
１

階
・
２
階
の
売
店
で
５
０
０
円
以

上
の
買
い
物
を
３
回
す
る
と
、
も

れ
な
く
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
会
員
特
別
企
画
旅
行
の
先
行
案

内仕
事
で
の
利
用
が
多
い
場
合

法
人
会
員
が
お
得
！

　

会
社
・
団
体
で
法
人
会
員
費

１
万
円
を
支
払
う
と
、
ウ
イ
ン
グ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
証
が
10
枚

も
ら
え
ま
す
。
法
人
の
中
で
５
人

以
上
の
出
張
、
研
修
、
旅
行
の
際

に
使
用
す
る
と
、
市
の
団
体
助
成

金
と
能
登
空
港
利
用
促
進
同
盟
会

の
助
成
金
が
そ
の
都
度
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
何
度
か
能
登

空
港
を
利
用
す
る
機
会
が
あ
る
法

人
は
、
個
人
で
入
会
す
る
よ
り
も

大
変
お
得
で
す
。

　

さ
ら
に
、
能
登
空
港
ウ
イ
ン
グ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
法
人
会
員
に
な
る

と
、
「
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
２
階
出
発
ロ
ビ
ー
の
認
定
ボ
ー

ド
に
団
体
名
・
企
業
名
が
掲
示
さ

れ
る
」「
能
登
空
港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
ウ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
報
誌
に
掲
載
さ
れ
る
」
な
ど

の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

　

ウ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

同
盟
会
助
成
金
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
能
登
空
港
利
用
促
進
同
盟
会

　

あ

０
７
６
８
（
２
６
）
２
３
６
６

年に一度は東京へ！
能登空港を応援しよう！

助 成 制 度

お 知 らせ

▼７日（日）14 時 30 分～

おらが故郷お国自慢

「西湊鬼楽太鼓ミニコンサート」

▼ 14 日（日）

10 時～ 12 時、13 時～ 15 時

のっぴーグラスづくり

「４月はお花見のっぴー」

▼ 28 日（日）15 時 20 分～

おらが故郷お国自慢

「寛久美会新舞踊」

　

●日時　５月３日（金）～５日（日）

　　　　連日 10 時～ 15 時

●出店区画　１区画（１．８メート

ル×２．７メートル）

●応募締切　４月 19 日（金）必着

　出店希望日・名前・住所・電話番

号・販売品目を記入し、ファックス、

はがきで下記まで申し込みくださ

い。詳しくは問い合わせください。

■〒９２９・２３９２　輪島市三井

町洲衛 10・11・１　能登空港賑わい

創出実行委員会

　　あ０７６８（２６）２３０３

　　い０７６８（２６）２３０５

フリー
マーケット
 出店者を募集

４月の
イベント
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宝
立
町
と
蛸
島
町
で

新
た
に
供
用
開
始

　

平
成
24
年
度
の
下
水
道
整
備
工

事
が
完
了
し
、
新
た
に
宝
立
町
・

蛸
島
町
の
一
部
で
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

接
続
可
能
と
な
っ
た
み
な
さ
ん

は
、
一
日
も
早
く
台
所
や
お
風
呂
、

ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
排
水
を
下
水

道
へ
接
続
す
る
排
水
設
備
工
事
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は

指
定
業
者
へ
！

　

市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
排
水
設

備
工
事
を
安
心
し
て
行
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
排
水
設
備
業
者
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
「
珠
洲
市
下

水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
」

は
、
市
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成

や
届
け
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行

し
て
い
ま
す
。

助
成
金
制
度
を
活
用
し
て

下
水
道
に
接
続
し
よ
う
！

　

市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
「
水
環
境
向
上
促
進
助
成
金

制
度
」
を
設
け
、
供
用
開
始
と
な
っ

た
区
域
で
の
下
水
道
接
続
工
事
に

対
し
て
、
工
事
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
助
成
金

申
し
込
み
の
手
続
き
も
、
「
珠
洲

市
下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
業

者
」
が
代
行
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者 

●
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
公

共
下
水
道
へ
接
続
し
た
人

●
市
税
、
水
道
料
金
、
受
益
者
負

担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
助
成
額　

工
事
費
の
20
パ
ー
セ

ン
ト
で
上
限
額
10
万
円

※
１
万
円
未
満
切
り
捨
て
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
23
年

４
月
１
日
か
ら
26
年
３
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
は
、
供
用
開
始
後
３

年
を
経
過
し
た
公
共
下
水
道
区
域

の
人
、
農
業
集
落
排
水
区
域
の
人

も
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

台
所
や
お
風
呂
な
ど
の
生
活
排

水
を
汚
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
海
や

川
に
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
下

水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い

こ
と
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
生
活
環
境
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
８
６

新たに供用開始と
なった区域

すでに供用開始と
なっている区域

蛸島町 宝立町

接続可能区域が
拡大しました下水道

蛸島保育所

蛸島小学校

鵜飼保育所

至　上戸

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」

珠洲市のゆるキャラ
「みつけたろう」

課
長
級
（
８
件
）

●
企
画
財
政
課
長
（
兼
）
ま
ち
づ
く

り
相
談
室
長
（
兼
）
自
然
共
生
室
長

金
田
直
之

●
市
民
課
長　

池
田
進

●
生
活
環
境
課
長　

橋
本
良
助

●
福
祉
課
長
（
兼
）
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
所
長
（
兼
）
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長　

西
祐
子

●
産
業
振
興
課
長
（
兼
）
雇
用
相
談

室
長
（
兼
）
花
き
栽
培
セ
ン
タ
ー
所

長
（
兼
）
農
業
委
員
会
事
務
局
長

鍛
治
鉄
雄

●
会
計
管
理
者
（
兼
）
出
納
室
長

松
田
秀
次

●
議
会
事
務
局
長　

天
満
信
一

●
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
（
兼
）

次
長　

谷
内
一
夫

課
長
補
佐
級
（
14
件
）

●
企
画
財
政
課
長
補
佐
（
兼
）
行
財

政
改
革
推
進
室
員
（
兼
）
ま
ち
づ
く

り
相
談
室
員　

岸
田
和
久

●
自
然
共
生
室
次
長
（
兼
）
自
然
共

生
係
長
（
兼
）
ま
ち
づ
く
り
相
談
室
員

　

才
式
嘉
明

●
市
民
課
長
補
佐　

西
内
恵
美
子

●
税
務
課
長
補
佐
（
兼
）
課
税
係
長

濱
田
裕
子

●
生
活
環
境
課
長
補
佐（
工
務
担
当
）

岩
坂
隆

●
建
設
課
長
補
佐　

前
田
保
夫

●
観
光
交
流
課
長
補
佐大

庭
眞
優
美

●
総
合
病
院
事
務
局
次
長
（
兼
）
地

域
医
療
対
策
室
員　

石
井
和
公

●
総
合
病
院
事
務
局
次
長
（
医
事

担
当
）（
兼
）
医
事
係
長
（
兼
）
地
域
医

療
対
策
室
員　

坂
口
由
美

●
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

山
下
浩
子

●
出
納
室
次
長
（
兼
）
出
納
係
長

濱
野
孝
子

●
市
民
課
主
幹
（
兼
）
医
療
保
険
・

年
金
係
長　

高
田
吉
明

●
産
業
振
興
課
主
幹
（
兼
）
商
工
・
労

政
・
企
業
誘
致
係
長　

高
林
義
信

●
教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
（
兼
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長　

山
博
行

係
長
級
（
23
件
）

●
総
務
課
付（
奥
能
登
広
域
圏
事

務
組
合
派
遣
）　

岸
田
利
彦

●
危
機
管
理
室
危
機
管
理
係
長

天
満
一
裕

●
企
画
財
政
課
財
政
係
長
（
兼
）
行

財
政
改
革
推
進
室
員　

森
田
雄
弘

●
市
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
長

道
下
恵
美
子

●
税
務
課
収
納
係
長　

徳
田
充
則

●
生
活
環
境
課
管
理
係
長川

端
章
稔

●
福
祉
課
生
活
支
援
係
長天

満
祐
子

●
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係
長　

西
谷
内
俊
宏

●
産
業
振
興
課
水
産
林
業
振
興
係
長

辻
口
正
志

●
観
光
交
流
課
観
光
推
進
係
長

高
橋
武
夫

●
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

係
長　

川
角
正
幸

●
総
務
課
行
政
管
理
専
門
員

浅
谷
香
織

●
市
民
課
医
療
保
険
・
年
金
専
門
員

徳
田
英
之

●
税
務
課
課
税
専
門
員

山
岸
正
滋

●
税
務
課
課
税
専
門
員　

太
佐
充

●
生
活
環
境
課
環
境
専
門
員

平
野
文
雄

●
福
祉
課
生
活
支
援
専
門
員
（
兼
）

査
察
指
導
員　

池
端
宏
志

●
福
祉
課
高
齢
者
支
援
専
門
員

前
野
小
百
合

●
建
設
課
管
理
専
門
員

川
邊
和
代

●
観
光
交
流
課
観
光
推
進
専
門
員

川
角
優
子

●
総
合
病
院
事
務
局
医
事
専
門
員

道
下
満

●
総
合
病
院
事
務
局
施
設
・
用
度

専
門
員　

久
徳
千
鶴
子

●
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
専

門
員　

森
淑
子

保
育
所
長
（
７
件
）

●
上
戸
保
育
所
長　

表
幸
民
子

●
飯
田
保
育
所
長　

中
新
地
ひ
ろ
子

●
正
院
保
育
所
長　

直
川
節
子

●
蛸
島
保
育
所
長　

吉
木
久
美
子

●
小
泊
保
育
所
長　

表
野
雅
美

●
粟
津
保
育
所
長　

宮
前
信
子

●
大
谷
保
育
所
長　

新
仁
美

人事異動
　４月１日付で人事異動が発令されまし

た。ここで紹介するのは課長級、課長補

佐級、係長級および保育所長の計52件です。
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■税率は引き下げ

　　　　　　　所得割　6.0％
　　　　　　　資産割　25％
　　　　　　　均等割　21,000円

　　　　　　　平等割　26,000円

　　　　　　　所得割　1.2％
　　　　　　★資産割　5％（↓ 2％）

　　　　　　　均等割　7,000円

　　　　　　　平等割　3,600円

　　　　　　　所得割　1.2％
　　　　　　★資産割　0％（↓ 10％）

　　　　　　　均等割　7,200円

　　　　　　　平等割　5,400円

■課税限度額を引き上げ

★医療分　　50万円（↑ 3万円）

★支援金分　13万円（↑ 1万円）

★介護分　　10万円（↑ 1万円）

高
齢
者
福
祉　
　
　

つ
の
サ
ー
ビ
ス

紙おむつ・尿取りパット引換券の交付
■対象者　市民税非課税世帯で、要介護４ま

たは５と認定されている人を自宅で介護して

いる人

■助成額　月額 6,250 円相当分（申請月から

年度末分まで交付）

出張理髪サービスですっきり
　理髪サービス利用券を交付します。

■対象者　自宅で３カ月以上寝たきりの人

■自己負担額　１回 500 円

■利用回数　年間２回まで

緊急時の通報用機器を貸与
　緊急時にボタンを押すとサポートセンター

に電話がつながります。そこから協力員や消

防署に連絡が入り、駆け付ける仕組みです。

詳しくは広報すず２月号をご覧ください。

■対象者　65 歳以上のひとり暮らしで、病気

などで健康に不安がある人

■自己負担額　月額 500 円

◎お風呂でさっぱりふれあい入浴
　市内にある宝湯・海浜あみだ湯・恵比寿湯を

低料金で利用できます。年齢が確認できるも

のを持ち、各浴場に直接申し込みください。

■対象者　65 歳以上の人

■自己負担額　１回 100 円

■利用回数　年間６回まで

配食サービスで安否も確認
　栄養バランスのとれた食事を昼食時間に提

供すると共に、定期的な訪問で利用者の安否

確認も行います。

■対象者　65 歳以上のひとり暮らしまたは高

齢者のみの世帯で、買い物や調理が困難な人

■自己負担額　１食 550 円（汁物付き 600 円）

　市では、高齢者福祉の充実を図るため、次

のサービスを提供しています。「◎ふれあい

入浴」以外のサービスは、市役所１階福祉課

の窓口で受け付けます。詳しくは下記まで。

■福祉課高齢者支援係　あ（８２）７７４９

健康仲間づくり活動
　公民館などで「健康づくり」をテーマに活動を行うグループに

講師謝礼などの活動費を助成します。

■対象　平成 25 年５月から 26 年１月までの期間中、健康づく

りの活動を 10 回以上実施する 60 歳以上の市民によるグループ

（10 人以上）

健康仲間づくり活動　～ノルディックウォーキング編～
　ポールを使った歩行「ノルディックウォーキング」を楽しく学

ぶグループに講師謝礼などの活動費を助成します。

■対象　平成25年５月から26年１月までの期間中、ノルディッ

クウォーキングの活動を４回以上実施する 60 歳以上の市民に

よるグループ（10 人以上）

ご注意　ほかの活動助成を受けているグループ、活動内容が営

利目的の場合や宗教活動の場合は対象外です。

■申込締切　４月 18 日（木）

　市役所１階福祉課に備えてある所定の用紙に活動内容などを

記入して申し込みください。応募多数の場合、希望に添えない

ことがあります。

■福祉課地域包括支援センター　あ（８２）７７４６

　国民健康保険は、医療機関で受診した際の医療費を支

払うため、国保加入者自身が国民健康保険税を負担して

成り立っている相互扶助の制度です。

　平成 25 年度から市民のみなさんにご負担いただく国

民健康保険税のうち、支援金分と介護分の資産割を引き

下げる一方、課税限度額を引き上げる改定をします。

　変更点は右の２点。カッコ内が 24 年度比の増減です。

詳しくは下記まで問い合わせください。

■市民課医療保険・年金係　あ（８２）７７４１

■税務課課税係　あ（８２）７７３５

　介護保険事業計画で建設を進めていた地域

密着型介護老人福祉施設とショートステイ併

設の「第三長寿園」が３月 27 日に竣工式を迎

え、４月１日から事業を開始します。

■住所　宝立町鵜飼子字 36 番地４

■施設名称　特別養護老人ホーム第三長寿園

■提供サービス（定員）　地域密着型介護老人

福祉施設（20 人）、ショートステイ（20 人）

■福祉課高齢者支援係　あ（８２）７７４９

　高齢者の健康増進と生きがいづくりを目的

に、「ゆーりんピック 2013 美術工芸展」が開催

されます。みなさんの自慢の作品を募集中！

■展示期間　５月 17日（金）～ 19日（日）

　　　　　　期間中の毎日 10時～ 20時

■展示場所　石川県庁 19階展望ロビー

■応募資格　60歳以上（昭和 29年４月１日以

前に生まれた人）でアマチュアの人

■募集作品　日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真

■申込締切　４月 12日（金）

ご注意　１人１作品の出品とします。募集作

品には、それぞれ規格が定められています。

詳細は問い合わせください。

　出品を希望する人は、下記まで申し込みく

ださい。

■福祉課高齢者支援係　あ（８２）７７４９

5

国民健康保険税が
変わります

医療分

支援金分

介護分

グループでの

健康づくりを

応援します！

 特別養護老人ホーム
「第三長寿園」が完成

ゆーりんピック 2013
美術工芸展開催
自慢の作品を出展してみませんか



2021

医療機関

珠洲市総合病院

　あ（８２）１１８１

井端内科医院

　あ（８４）２５３５

なかたに医院

　あ（８２）８３３３

みちした内科クリニック

　あ（８２）０８７７

小西医院

　あ（８２）６８００

まるおかクリニック（穴水町）

　あ０７６８（５２）８２２８

小児科（月・金）

小児科（水）

産婦人科（金）

BCG

○

○

４種混合

○

○

○

○

○

○

３種混合

○

○

○

○

○

○

２種混合

○

○

○

○

○

○

ポリオ

○

○

○

○

○

○

麻・風

○

○

○

○

○

○

日本脳炎

○

○

○

○

○

○

ヒブ

○

○

○

○

○

○

小児肺炎

○

○

○

○

○

○

子宮

○

○

○

○

○

○

対象　２カ月以上５歳に至

るまでのお子さん

接種スケジュール
●２カ月以上７カ月に至る

までに初回接種（全４回）

【２～３回目】　27 ～ 56 日

の間隔を空けて２回接種

【追加】　３回目接種後７～

13カ月の間に接種

●７カ月以上１歳に至るま

でに初回接種（全３回）

【２回目】　27 ～ 56 日の間

隔を空けて接種

【追加】　２回目接種後７～

13カ月の間に接種

●１歳以上で未接種（５歳に

至るまでに１回接種）

対象　２カ月以上５歳に至るまでのお

子さん

接種スケジュール
▼２カ月以上７カ月に至るまでに初回

接種（全４回）

【２～３回目】　27 日以上の間隔を空

けて２回接種（１歳までに完了）

【追加】　３回目接種後 60 日以上の間

隔を空けて接種

▼７カ月以上１歳に至るまでに初回接

種（全３回）

【２回目】　27 日以上の間隔を空けて

接種（１歳までに完了）　

【追加】　２回目接種後 60 日以上の間

隔を空けて接種

▼１歳以上２歳に至るまでに初回接種

（全２回）　60 日以上の間隔を空けて

接種

▼２歳以上で未接種（５歳に至るまで

に１回接種）

対象　中学１年生から高校

１年生に相当する年齢の人

接種スケジュール
●サーバリックス（全３回）

【２回目】

　初回接種から１カ月後

【３回目】

　初回接種から６カ月後

●ガータシル（全３回）

【２回目】

　初回接種から２カ月後

【３回目】

　初回接種から６カ月後

　ワクチンは２種類ありま

す。初回接種後にワクチン

の種類を変更することはで

きません。医療機関で相談

して接種してください。

４種混合＝ジフテリア・百日ぜき・破傷風・ポリオ

３種混合＝ジフテリア・百日ぜき・破傷風　２種混合＝ジフテリア・破傷風

麻・風＝麻しん風しん混合　小児肺炎＝小児用肺炎球菌　子宮＝子宮頸がん

◆総合病院　小児科 14 時 30 分～ 15 時受付　産婦人科 15 時～ 16 時

■持ち物　母子健康手帳、予診票

　接種間隔を過ぎると、発熱などの医学的要

因で接種できなかった場合を除き、対象外の

任意接種となります。市のホームページで確

認、または下記まで問い合わせください。

定期予防接種一覧（市指定医療機関）

　

「
長
期
間
に
わ
た
る
重
い
病
気

の
治
療
」
な
ど
、【
特
別
の
事
情
】

で
定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
２
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
接
種
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
（
年
齢
制
限
が
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
）
。

　

「
特
別
の
事
情
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
病
気
、
臓
器
移
植
後
の
治
療

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

●
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
、
無
ガ

ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症
そ
の
ほ
か

免
疫
の
機
能
に
支
障
を
生
じ
さ
せ

る
重
い
病
気

●
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、

重
症
筋
無
力
症
、
若
年
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重

い
病
気
に
な
っ
た
事
例
。
こ
れ
を

機
に
、
国
は
平
成
17
年
度
か
ら
21

年
度
ま
で
接
種
勧
奨
を
控
え
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
接
種
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
20
歳

に
な
る
前
々
日
ま
で
、
定
期
予
防

接
種
と
し
て
接
種
で
き
ま
す
。
母

子
健
康
手
帳
で
不
足
分
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
定
期
予
防
接
種
の
対
象

年
齢
が
、
「
生
後
６
カ
月
に
至
る

ま
で
の
間
」
か
ら
「
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
間
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
３
～
４
カ
月
児
健
診

で
の
集
団
接
種
も
可
能
で
し
た
が
、

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
の
み
と

な
り
ま
す
。

■
接
種
回
数　

１
回

デ
ス
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
症
候
群
そ
の
ほ
か
免
疫
の
機
能

を
抑
制
す
る
治
療
を
必
要
と
す
る

重
い
病
気

●
臓
器
移
植
後
に
受
け
る
免
疫
の

機
能
を
抑
制
す
る
治
療

　

こ
の
ほ
か
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も

の
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

も
「
特
別
の
事
情
」
に
該
当
し
ま
す
。

　

認
定
条
件
が
複
雑
な
た
め
、
一

度
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
が
定
め
る
標
準
的
な
接
種
期

間
は
、
生
後
５
カ
月
か
ら
８
カ
月

ま
で
で
す
。
こ
の
期
間
を
目
安
に

接
種
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

総
合
病
院
小
児
科
を
利
用
す
る

場
合（
14
時
30
分
～
15
時
受
付
）
、

月
曜
日
の
接
種
は
前
の
週
の
水
曜

日
ま
で
、
金
曜
日
の
接
種
は
火
曜

日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

20 ～ 21ページの表記について

※「至る」は「前日」、「未満」は「前々日」の意味。例えば、「５歳に至るまで」は「５歳の誕生日の前日まで」を意味します。

※「定期予防接種」には、下の一覧全てが該当します。

「
１
歳
に
至
る
ま
で
」
に
拡
大
、
個
別
接
種
の
み
に

「
特
別
の
事
情
」
で
未
接
種
の
人
へ
特
例
を
設
定

特
例
に
平
成
７
年
４
月
２
日
～
５
月
生
ま
れ
を
追
加

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん
が
定
期
予
防
接
種
に

BCG 全種 日本脳炎

新たに

ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン 子宮頸がん予防ワクチン

問い合わせ　■健康増進センター　あ（８２）７７４２

定
期
予
防
接
種

対象： 0歳～20歳前

定
期
予
防
接
種
は
、「
予
防
接
種
の
中
で
特
に
重
要
」と
予
防
接
種
法
で
定
め

ら
れ
、
接
種
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
。
対
象
期
間
に
無
料

で
接
種
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
20
歳

未
満
の
人
を
対
象
に
、
４
月
中
に
制
度
が
変
わ
る
予
定
の
も
の
を
中
心
に
掲

載
。
大
切
な
お
子
さ
ん
や
家
族
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
、
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確
認
し
て
必
ず
接
種
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特例対象者（平成７年４月２日～19年４月１日生まれ）

接種スケジュール（１期３回と２期１回の全４回）

未接種の人

１期１回接種

した人

１期２回接種

した人

１期を終えた人

１期初回　６～28日の間隔を空けて２回

１期追加　初回後、おおむね１年後に１回

２期　９歳以上（１期後６日以上経過後＝

以下①・国は５年の間隔を空けての接種が

望ましいとしている）

１期　６日以上の間隔を空けて残り２回

２期　９歳以上（①）

１期　６日以上の間隔を空けて残り１回

２期　９歳以上（①）

２期　９歳以上（①）
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スポーツや文化で活躍

15人・７団体を表彰

受
賞
し
た
み
な
さ
ん
。

2
22

　このプロジェクトは、渡島・津軽・下北・男鹿の４半島で活動す

る団体が交流することで、お互いの地域が活性化・発展していく

ことを目的とする「国土交通省半島振興室の事業」。３月２日、津

軽・下北・男鹿半島のみなさんが来町し、交流を深めました。

　JR江差駅で大漁旗を掲げ、３半島の参加者を歓迎。江差町に到

着した参加者は、江差町保健センターで江差の料理を食べながら、

江差町の人々との交流会を楽しみ、翌日は今後の半島間交流のあ

り方について意見を交換しました。

【右写真】江差駅での出迎えの様子。

津軽・下北・男鹿３半島と交流
半島間連携チャレンジプロジェクト

江差
140

　第 25回珠洲市スポーツ賞・第 14回少年文化賞の表

彰式が産業センターで行われ、平成 24 年に活躍した

15 人・７団体を表彰しました。受賞者は次のみなさ

んです（敬称略・順不同・所属などは表彰当日のもの）。

スポーツ賞　個人　●グラウンド・ゴルフ　浦白知

紀（市グラウンド・ゴルフ協会）　●ウエイトリフ

ティング　岡田英典（七尾特別支援学校珠洲分校）　

●陸上　田端大祐（緑丘中）

スポーツ奨励賞　個人　●陸上　岡田雅宏・浅田久

美（市陸上協会）、山崎礼華（飯田高）、倉見滉・高野

智美（緑丘中）　●ソフトテニス　新幸恭（能登高）　

●ウエイトリフティング　北崎真友・下飼さとみ（飯

田高）　団体　珠洲市チーム（市バスケットボール協

会）、珠洲市チーム（市野球協会）、飯田高女子ウエイ

トリフティング部、飯田高女子ソフトテニス部、緑

丘中相撲部　

少年文化賞　個人　●美術　竹原真美（飯田高）　●

ポスター　向渚紗（緑丘中）　●作文　白坂海翔（緑

丘中）　●文化活動　行田瑞生（正院小）　団体　飯

田高芸術部、緑丘中珠算チーム

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

肺
炎
は
、
年
を
取
る
と
共
に
重

症
化
し
や
す
く
、
そ
の
死
亡
者
の

多
く
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
因
と
な
る
の
は
主
に
肺
炎
球

菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
で
、
肺
炎
球
菌
感

染
症
の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
を
予
防

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
後
３
～
４
週
間
で
抗
体
が

で
き
、
５
年
以
上
免
疫
が
続
く
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
副
反
応
と
し

て
注
射
部
位
の
腫
れ
や
痛
み
、
発

赤
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
発
熱
や
筋
肉
痛

な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
軽
度
で
２
～
３
日
で
症

状
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は「
任
意

接
種
」
で
す
。
接
種
の
効
果
や
副

反
応
に
つ
い
て
、
十
分
考
え
た
上

で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

珠
洲
市
内
に
住
む
満
65

歳
以
上
の
人
（
過
去
に
接
種
し
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
前
回
接
種
日

か
ら
５
年
経
過
し
て
い
る
こ
と
）

■
助
成
回
数　

１
回

対象： 65歳以上

対象： 犬

■
接
種
費
用
（
個
人
負
担
額
）　

３
、

８
０
０
円（
生
活
保
護
受
給
者
は

無
料
）

申
し
込
み
か
ら
接
種
ま
で

①
接
種
希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
、

左
記
へ
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　

←

②
接
種
券
を
受
け
取
り
、
市
指
定

医
療
機
関（
下
記
）
に
予
約

　
　
　
　
　
　

←

③
医
療
機
関
で
接
種

　

下
記
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種

は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
２

市指定医療機関

■珠洲市総合病院内科　あ（８２）１１８１　　■みちした内科クリニック　あ（８２）０８７７

■井端内科医院　あ（８４）２５３５　　　　　■田中クリニック　あ（８２）０５００

■なかたに医院　あ（８２）８３３３　　　　　■小西医院　あ（８２）６８００

■あいずみクリニック　あ（８２）０００２

 ４月４日（木）

 鵜島生活改善センター

 柏原林業研修センター

 上戸公民館

 若山公民館

 直公民館

 正院公民館

 蛸島公民館

 ４月５日（金）

 小泊集会所

 三崎公民館

 須須神社大鳥居前

 狼煙生活改善センター

 日置いきいき館

 高屋集会所

 自然休養村センター

 大谷公民館

 上黒丸生活改善センター

 ４月７日（日）

 旧珠洲保健所前

 （能登北部保健福祉セン

 ター珠洲地域センター）

 珠洲市役所前

 ６月２日（日）

 珠洲市役所前

 9:30 ～  9:40

 9:50 ～ 10:05

10:15 ～ 10:40

10:50 ～ 11:20

11:30 ～ 11:50

13:00 ～ 13:30

13:40 ～ 14:10

 9:30 ～  9:50

10:00 ～ 10:20

10:30 ～ 10:40

10:55 ～ 11:00

11:10 ～ 11:20

11:30 ～ 11:40

11:50 ～ 12:00

13:15 ～ 13:35

13:50 ～ 14:00

 9:30 ～ 10:30

11:00 ～ 12:00

10:00 ～ 11:00登録もお忘れなく！
狂犬病予防注射を実施

犬の予防注射

問い合わせ　■生活環境課環境係　あ（８２）７７４３

　生後 91 日以上の犬には、登

録と年１回の狂犬病予防注射が

義務付けられています。市では、

右の日程で予防注射を実施。同

時に登録や届け出も受け付けま

す。なお、犬の所在地が市外に

変わる場合は、新たな所在地で

「転入届」を提出してください。

義務付けられている【犬】の届け出

●新しく飼うとき　【登録申請】

●「所在地」「所有者」「所有者の氏名・住

所」が１つ以上変わったとき　【変更届】

●死亡したとき　【死亡届】

生後
91日～
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市民の健康づくりに貢献

６人に感謝状

感
謝
状
を
受
け
取
る
中
道
さ
ん
。

3
21

　平成 24 年度地域保健推進員活動功労者表彰式が

健康増進センターで行われ、健康づくり活動に貢献

した６人に泉谷市長から感謝状が贈られました。表

彰されたのは次のみなさんです（敬称略）。

●食生活改善推進員　天滿淳子（上戸町）、二飯田紀

子・兼政武子（若山町）、中道織江・澤谷多津子（三崎

町）　●老人保健ビジター　山口絹子（若山町）

 ひとり暮らし高齢者宅で防火診断

　飯田地区で実施。「消火器や住宅用火災警報器の有

無」「調理器具や暖房器具の使用状況」などを聞き取り、

火災発生の危険がないか調査しました。住宅火災によ

る死者の６割以上が65歳以上の高齢者です。住宅用火

災警報器を未設置の場合、早急に設置をお願いします。

　産業センターで「しゃべり場すず」が開催され、

U･I ターン者６人が珠洲市の現状や将来について泉

谷市長と意見を交わしました。市長が市の現状と取

り組みを７項目に分けて説明した後、「珠洲は若者

が少ない分、みなさん一人ひとりの存在価値が大き

い。波及効果が大きくやりがいもあるので、ぜひ頑

張ってほしい」と激励。参加者からは、「起業のチャ

レンジスペースを提供してほしい」「総合病院の診

療時間延長を」などさまざまな意見が出ていました。

　市では、U･I ターン者と新規学卒者を対象とした

支援事業を実施しています。これまでは市内転入後

に就業した人のみ対象としていましたが、４月から

は就業後に市内に転入した人も対象となります。

事業内容

●市長との意見交換会「しゃべり場すず」の開催

●商品券の交付（３万円相当）

対象

珠洲市、輪島市、穴水町または能登町の奥能登４市

町で就業（自営業を含む）した U･I ターン者（転入時

満 40 歳以下）および新規学卒者で、商品券交付申請

時に珠洲市民であること

　そのほかにも条件があります。詳しくは下記まで

問い合わせください。

■産業振興課商工・労政・企業誘致係

　　あ（８２）７７７５

　珠洲商工会議所会館で「地域連携保全活動計画

を考えるシンポジウム」が開かれ、生物多様性の

動向や市の取り組み、森林保全策、イノシシなど

の獣害・水辺の生物保全の現状が報告されました。

意見交換会「しゃべり場すず」

若者が市長と共に考える

珠
洲
市
の
将
来
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

3
3

春の火災予防運動に合わせて防火啓発
３月20日～ 26日　珠洲消防署・市消防団・女性消防団

 正院保育所で火災予防指導

　啓発活動の一環として市内保育所で火災予

防指導を実施。正院保育所では女性消防団員

が寸劇を交え、火災時の避難の仕方について

指導しました。

 火災防御訓練を実施

　グループホームとうほうの里で、火災を想

定した防御訓練を実施。同施設では、災害時

に付近住民と災害時の相互応援協定を結んで

いることもあり、多くの住民が参加して避難

体制を確認しました。

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
お
ふ
た
り
を

泉
谷
市
長
が
訪
ね
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

金
谷
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

高橋大吉さん

大正２年３月 21 日生まれ

宝立町

金谷惠秀さん

大正２年３月 16 日生まれ

正院町

　三度の食事をしっかり取り、毎日新聞を

読む高橋さんは、人と話をすることが大好

きなご長寿さん。長生きの秘けつは「くよ

くよしないこと」。電話で親族と会話をす

ることも楽しみの一つです。

　長生きには、「歩くことが大事」と話す金

谷さん。バスと徒歩で、図書館に通うこと

が日課になっています。趣味の読書を一日

中楽しむこともあり、食事も一人前以上食

べる元気いっぱいのご長寿さんです。

寿

3
3
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●曳山祭

　４月５日（金）・６日（土）
　豪華に飾られた総輪島塗の山車が春を告げま

す。５日は住吉神社、６日は重蔵神社の巡行で、

子どもたちが参加する午後からが見ものです。

●花見だよ！ in 能登さくら駅

　４月21日（日）10時～15時
　桜咲き誇る能登さくら駅で、太鼓や歌謡

ショーをお楽しみください。なお、周辺には駐

車場がありません。のと鉄道をご利用ください。

住
吉
神
社
・
重
蔵
神
社

柳
田
星
の
観
察
館「
満
天
星
」

の
と
鉄
道「
能
登
鹿
島
駅
」

輪
島
市

能
登
町

穴
水
町

おなべふこどもしんりょうじょ／やぎゅうげんいちろう

じゃんけんのすきな女の子／松岡享子

しょんぼりしないで、ねずみくん！／ジェド・ヘンリー

体育館の日曜日／村上しいこ

ともだちをさがそう、ムーミントロール／トーベ＆ラルス・ヤンソン

ねことテルと王女さま／クライド・ロバート・ブラ

ふかいあな／キャンデス・フレミング

め牛のママ・ムー／ユイヤ・ビースランデル    

ほか多数

まんげつのはなし
　住井すゑ（復刊ドットコム）

「この世に２つとない珍しいも

の」を召し使いに探させ、「まん

げつ」という弓を手に入れます。

春風伝
　葉室　麟（新潮社）

日本の未来を正確に見据え、奇策

で内外の敵を圧倒した高杉晋作。

短く激しい生涯を鮮やかに描く。

今月の新刊

一般向け

児童向け

マタニティ・グレイ／石田衣良

ハピネス／桐野夏生

晩夏／今野　敏

やがて、警官は微
ねむ

睡る／日明　恩

執着／堂場瞬一

ドンナビアンカ／誉田哲也

毎日おいしく食べる！ 胃を切った人のための食事／比企直樹

薬草の科学／佐竹元吉

ほか多数

BOOK

中央図書館　あ（８２）０３９９　い（８２）０６７５

　　■開館時間　平日　９時～18時

　　　　　　　　土・日曜日　９時～17時

　　■閉館日　毎週月曜日・祝日・年末年始

　　http://www.city.suzu.ishikawa.jp/home/tosyokan/

●携帯電話から本の検索・予約ができます。予約は

図書館での事前登録が必要です。

http://lib.city.suzu.ishikawa.jp/mobile/freeken.asp
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年
の
冬
は
珠
洲
市
か
っ
た

　
　
　

で
す
ね
！　

は
は
…
。

　

「
珠
洲
市
」
と
い
う
所
に
行
く
こ

と
が
分
か
っ
た
時
か
ら
、
こ
の
「
珠

洲
市
い
」
冗
談
を
何
度
も
聞
い
た

り
言
っ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
冗

談
が
と
て
も
好
き
な
の
で
、
よ
く

言
い
ま
す
。
し
か
し
、
通
じ
な
い

こ
と
が
多
く
て
、
日
本
語
と
英
語

の
冗
談
が
や
っ
ぱ
り
違
う
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
と
英
語
の
冗
談
を
比
べ

た
と
き
、
最
も
分
か
り
や
す
く
大

き
な
違
い
は
、
「
サ
ー
カ
ズ
ム
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
サ
ー
カ

ズ
ム
」
と
は
、
冗
談
と
し
て
正
反

対
の
こ
と
、
普
通
で
は
な
い
こ
と

を
言
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
と

て
も
汚
い
部
屋
に
入
っ
た
時
に
、

「
わ
ー
、
き
れ
い
！
」
と
言
う
よ
う

な
こ
と
。
日
本
で
こ
の
よ
う
な
冗

談
を
言
う
と
、
「
と
て
も
皮
肉
で

嫌
み
な
こ
と
」
と
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
。
で
も
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ

で
は
、
と
て
も
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

冗
談
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
挙
げ
る
と
、
私
は
学

生
時
代
、
「
髪
を
切
っ
た
？
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
、
「
は
い
」
と
普

通
に
答
え
る
の
が
何
と
な
く
嫌

だ
っ
た
の
で
、
「
い
い
え
。
昨
日

寝
て
い
る
間
に
勝
手
に
縮
ん
だ
ん

だ
よ
！　

び
っ
く
り
し
た
！
」
と

よ
く
答
え
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
冗
談

を
言
っ
た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
「
面
白
く
な
い
こ
と
を

面
白
く
笑
う
」
冗
談
も
ア
メ
リ
カ

で
人
気
が
あ
り
ま
す
。
相
手
が
面

白
い
冗
談
を
期
待
し
て
い
る
の
に
、

面
白
く
な
い
こ
と
や
無
意
味
な
こ

と
、
ば
か
げ
て
い
る
こ
と
を
言
っ

て
、
そ
の
期
待
を
壊
す
こ
と
を
逆

に
面
白
く
笑
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。
日
本
の
「
シ
ュ
ー
ル
な
笑
い
」

に
似
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
父
が
よ
く
言
っ
た
冗
談
が
、

良
い
例
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
質
問
と
答
え
が
あ
り
ま
す

が
、
質
問
に
文
脈
が
あ
り
ま
せ

ん
。
「What's 

the 
difference 

between 
a 

duck?

（
ア
ヒ
ル
と
の

違
い
は
何
で
す
か
？
）
」
と
い
う
も

の
。
答
え
は「One 

of 
its 

feet 

are 
both 

the 
same!

（
１
本
の

脚
が
両
方
同
じ
で
す
！
）
」
で
す
。

　
　
　

か
り
に
く
い
で
し
ょ
う
？

　
　
　

あ
ま
り
面
白
く
も
な
い
で

し
ょ
う
？　

で
も
、
こ
の
冗
談
の

面
白
い
と
こ
ろ
は
、
冗
談
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
聞
き
手
の
反
応
に

あ
る
の
で
す
。
相
手
の
反
応
が
面

白
い
と
、
冗
談
が
通
じ
な
く
て
も

頑
張
る
か
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
で
説
明
す
る
の
も
、
良
い

異
文
化
交
流
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
日
本
の
冗
談
を
あ
ま
り
知

ら
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
面
白
い

冗
談
を
知
っ
て
い
た
ら
、
ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
ね
。

分

今

「わー、きれい！」「昨日寝ている間に勝手に縮んだん
だよ！　びっくりした！」。みなさんもこれで「サー
カズム」を習得しましたね！

珠洲市国際交流員　ザカリ・ウィットニーさんのお話⑥

Cupertino Towson

Newton

ザック in ジャパン！

珠洲市からの交換記事として、「奥のとトロッコ鉄

道」を３市町に紹介しました。

●「満天星」20周年記念イベント

　４月14日（日）11時～
　県内の天文情報の発信地「満天星」が20周年記

念イベントを実施します。記念式典・プラネタ

リウム投影 11 時～、講演会 13 時 30 分～、コ

ンサート 17 時～。いずれも料金は無料です。
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今
月
の
お
知
ら
せ

April

4

29

軽
自
動
車
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
１
期

納
期　

４
月
30
日
（
火
）

今
月
の
納
期

ご厚志ありがとうございます
 ２月20日～３月20日　 　    （敬称略）

■７万円（社会福祉費）

山武七郎（馬緤町）

■ 100 万円（地域振興基金）

笠原英二（東京都）

■保育用品（小泊保育所）

小泊保育所保護者会

固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

納
税
者
は
、
自
ら
所
有
す
る
以

外
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど

が
記
載
さ
れ
た「
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
を
見
て
、
自
分
の
も
の
と
比

較
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間　

４
月
１
日（
月
）
～
５
月

31
日（
金
）
の
毎
日
８
時
30
分
～
17

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
で
き
る
人　

市
内
に
土

地
・
家
屋
を
有
す
る
納
税
者
、
代

理
人

▽
縦
覧
手
数
料　

無
料

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、

自
ら
所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い

て
、
年
間
を
通
し
て
、
固
定
資
産

課
税
台
帳（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
に
よ

り
課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

▽
閲
覧
で
き
る
人　

所
有
者
本
人
、

所
有
者
と
同
居
す
る
親
族
、
借
地
・

借
家
人（
確
認
の
た
め
賃
貸
借
契

約
な
ど
の
書
類
が
必
要
）
、
代
理

人▽
閲
覧
手
数
料　

１
件
に
つ
き
３

０
０
円（
４
月
～
５
月
は
無
料
・
課

税
台
帳
の
コ
ピ
ー
は
常
に
有
料
）

　

印
鑑
（
認
印
）
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
参
し
、
市
役
所
２
階
税
務
課
へ

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税

縦
覧
・
閲
覧
を
行
い
ま
す

　

口
座
振
替
や
納
付
書
で
保
険
料

を
納
め
て
い
る
人
や
、
４
月
ま
た

は
６
月
か
ら
特
別
徴
収（
年
金
天

引
き
）
に
よ
る
納
付
が
始
ま
る
人

に
対
し
て
、
４
月
中
旬
頃
に
平
成

25
年
度
の
暫
定
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
前
年
度
の
保
険
料
額

を
元
に
計
算
し
た
見
込
み
保
険
料

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
確
定
保
険
料
額

は
、
７
月
中
旬
頃
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
市
民
課
医
療
保
険
・
年
金
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
４

　

能
登
有
料
道
路
の
無
料
化
に
合

わ
せ
て
、
回
数
券
・
み
ち
カ
ー
ド
・

割
引
通
行
券
の
払
戻
窓
口
を
市
役

所
１
階
市
民
課
に
開
設
し
ま
す
。

窓
口
で
の
本
人
確
認
後
に
書
類
申

請
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で

払
い
戻
し
ま
す
。

▽
開
設
期
間　

４
月
１
日（
月
）
～

６
月
28
日（
金
）

▽
時
間　

８
時
30
分
～
18
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
申
請
に
必
要
な
物　

運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

　

購
入
場
所
を
問
わ
ず
払
い
戻
し

ま
す
。
割
引
通
行
券
は
、
全
区
間

　

こ
れ
ま
で
石
川
県
が
申
請
窓
口

と
な
っ
て
い
た「
養
育
医
療
」。
４

月
か
ら
は
、
珠
洲
市
で
は
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

養
育
医
療
と
は
、
身
体
の
発
育

が
未
熟
の
ま
ま
出
生
し
た
乳
児
の

治
療
費
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度

（
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
一
部
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
）
。
医
師
が

入
院
養
育
を
必
要
と
認
め
た
乳
児

は
、
指
定
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

制
度
の
利
用
に
は
事
前
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
２

　

珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
は
、

珠
洲
焼
の
陶
工
を
育
成
す
る
た
め
、

基
礎
研
修
課
程
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
珠
洲
焼
作
陶
技
術
の
全
般
的

な
基
礎
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
数　

７
人

▽
研
修
期
間　

平
成
25
年
５
月
～

27
年
３
月

▽
受
講
料　

月
額
３
、
５
０
０
円

▽
応
募
締
切　

４
月
14
日（
日
）

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
３
２
２
１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

能
登
有
料
道
路
の
通
行
券

払
い
戻
し
は
４
月
か
ら

養
育
医
療
申
請
は

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
へ

珠
洲
焼
基
礎
研
修
課
程

25
年
度
研
修
生
を
募
集

能
登
丼

新
規
参
加
店
募
集
！

　「能登丼」の新たな参加店を募集します。能登丼の定義を守

り、提供できる店舗を対象とします。

■申込締切　４月 12 日（金）必着

■参加要件　●提供店が奥能登４市町にある　●提供店が飲

食店等の営業の許可（食品衛生法第 52 条）を受けている　●

「能登丼事業協同組合」に加入し、出資金および会費を納め

る（金額などは下記まで）　●「おもてなし」の心を大切にし、

何よりもお客様に喜んでもらうことを最優先に日々努力する

　●提供店を明示するブランドマーク（のぼり旗）を店頭掲示

する　●以上の要件を１つでも満たさないと判断される行為

などがあった場合、組合が認定を取り消すことに同意する

■提供期間　平成 25 年７月１日～ 26 年６月 30 日　

　季節限定提供の場合も下記への申し込みが必要です。詳し

くは下記まで。

■能登丼事業協同組合（橋本さん・幸寿し）

　　あ０７６８（５２）２１１４

■奥能登ウェルカムプロジェクト推進協議会事務局（石川県

奥能登総合事務所企画振興課）　あ０７６８（２６）２３０３

　「子どもにもらったが、使い方が分からない」「地域

行事の案内チラシをパソコンで作ってみたい」。そん

なみなさんのために、パソコン入門からワード文書

の作成、最終的にはチラシ作りにチャレンジするパ

ソコン講座を開催！　ノートパソコンをお持ちであ

れば、どなたでも参加できます。

■日時　４月 15 日（月）・22 日（月）・24 日（水）、５月

１日（水）・８日（水）の全日９時 30 分～ 12 時

■場所　市役所４階会議室

■定員　15 人

■持ち物　ノートパソコン

■参加費　無料（テキスト代は自己負担）

　申込みは下記まで。

■教育委員会事務局生涯学習係　あ（８２）７８２６

　国民健康保険加入者に、人間ドック・

脳ドックの検査費用を助成します。

■対象　国民健康保険加入者（脳ドック

は、脳関係の疾病で治療中の人を除く）

■検査機関　珠洲市総合病院

■検査日　●人間ドック　毎週月～金曜

日　●脳ドック　毎週木曜日

■自己負担額　●人間ドック　4,500 円

（検査費 45,000 円）　●脳ドック　3,500

円（検査費 35,000 円）　●人間ドック・脳

ドック併用　6,700円（検査費67,000円）

■市民課医療保険・年金係

　　あ（８２）７７４１

■総合病院健診室　あ（８２）１１８１

珠洲チャレンジ大学
パソコン講座

が
未
使
用
の
も
の
に
限
り
払
い
戻

し
ま
す（
同
じ
通
し
番
号
の
組
み

合
わ
せ
の
も
の
、
領
収
書
が
な
い

も
の
も
払
い
戻
し
ま
す
）
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
市
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
３
１

お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
税
務
課
課
税
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
３
６

 脳ドック・人間ドック
４月１日から受付開始

　

恋
路
海
岸
を
眺
め
な
が
ら
、
恋

路
駅
と
宗
玄
ト
ン
ネ
ル
を
往
復
。

自
分
の
足
で
こ
い
で
進
む
ト
ロ
ッ

コ
の
旅
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
乗
車
券　

大
人
５
０
０
円
、
小

学
生
以
下
３
０
０
円

　

オ
ー
ナ
ー（
年
会
費
制
）
に
な
る

と
、
乗
り
放
題
の
ほ
か
、
枕
木
へ

の
名
前
入
り
プ
レ
ー
ト
設
置
な
ど

特
典
多
数
！

　

申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

■
の
と
鉄
道
遺
産
活
用
倶
楽
部

（
宗
玄
酒
造
）

あ

０
８
０
（
８
６
９
８
）
２
５
５
９

奥
の
と
ト
ロ
ッ
コ
鉄
道

４
月
１
日
出
発
！
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編集後記

　機械が表示する文字「書体（フォント）」。機械的という言葉
があるように、書き手の思いが伝わりやすい手書き文字と
違って、画一的な印象を与える。だが、時を注ぎ、思いを込
めて洗練した文字の塊「文章」からは、痛いほど伝わってくる
何かがある。機械文字にも「言霊」は宿ると信じ、「伝える」に
携わらせていただける思いを表したい。　（総務課　河崎完）

堂ケ平　智

稲川健太郎

ほか５組

加納　聖子

稲本　雅子

（東山中町）

（蛸島町）

（金沢市）

（羽咋市）

（２月19日～３月20日届出分・敬称略）

新出　せん

権元　佑吏

ほか１人

正院町

三崎町

栄就・奈保

勇誠・誠子

（女）

（男）

（赤ちゃん） （性別） （両親） （住所）

の動き
 （２月28日現在）

世帯数

人口

男性

女性

転入

転出

出生

死亡

13人

 21人

 4人

25人

（－  3）

（－ 29）

（－  9）

（－ 20）

6,493世帯

16,567人　

7,655人　

8,912人　

（住民基本台帳人口）

前月比
２月の動き

　

　　　ゆうり

■珠洲市総合病院　あ（８２）１１８１

院長

副院長

副院長（兼）地域医療
対策室長（兼）医局長

内科医長

内科医長

内科医長

内科医師

内科医長（嘱託）

内科医長（嘱託）

外科医長

外科医長

外科医師

小児科医長

産婦人科医長

整形外科医長

整形外科医長

追分久憲

桝田　耕

浜田秀剛

寺本了太

清水雄三（新）

吉田太治（新）

西岡　亮（新）

佐々木　誠

波佐谷兼綱

坂本浩也

廣瀬淳史（新）

野村皓三（新）

小幡美智

山城　玄

伊藤貴明

中西　章

４月からの
ドクターです

　在
ざいじゅうがいこくじん

住外国人のための日
にほんごきょうしつ

本語教室

を珠
すずし

洲市多
たもくてき

目的ホール「ラポルト

すず」、すず市
しみん

民交
こうりゅう

流センターで

開
かいさい

催します。近
ちか

くに在
ざいじゅうがいこくじん

住外国人が

いる場
ばあい

合は声
こえ

かけをお願
ねが

いします。

内
ないよう

容は、普
ふだん

段使
つか

う日
にちじょうかいわ

常会話を中
ちゅうしん

心

に行
おこな

います。

　併
あわ

せて、外
がいこくじん

国人に日
にほんご

本語を教
おし

え

てみたい人
ひと

を募
ぼしゅう

集します。初
しょしんしゃ

心者

でも、「自
じぶん

分の使
つか

っている日
にほんご

本語を

会
かいわ

話などで教
おし

える交
こうりゅう

流」などの補
ほじょ

助

から始
はじ

めることができます。知
ちしき

識

がなくても大
だいじょうぶ

丈夫です（ただし、ボ

ランティアとなります）。

　ボランティア講
こうし

師の申
もう

し込
こ

みは

観
かんこうこうりゅうか

光交流課まで。

■観
かんこうこうりゅうかこうりゅうそくしんかかり

光交流課交流促進係

　　あ（８２）７７７６

日
にほんごきょうしつ

本語教室

（前
ぜんき

期）を開
かいさい

催

日
にちじ

時・場
ばしょ

所

５月12日（日）13:30 ～ 15:00

ラポルトすず アトリエ工
こうぼう

房

５月26日（日）13:30 ～ 15:00

ラポルトすず アトリエ工
こうぼう

房

６月９日（日）13:30 ～ 15:00

すず市
しみん

民交
こうりゅう

流センター 第
だい

５会
かいぎしつ

議室

６月23日（日）13:30 ～ 15:00

ラポルトすず 市
しみん

民サロン

７月７日（日）13:30 ～ 15:00

ラポルトすず アトリエ工
こうぼう

房

７月21日（日）13:30 ～ 15:00

ラポルトすず アトリエ工
こうぼう

房

　

講
座
で
は
、
手
話
通
訳
者
の
養

成
を
目
的
に
、
「
聴
覚
障
が
い
へ

の
理
解
」「
手
話
の
基
本
的
な
技

術
」を
学
習
し
ま
す
。

▽
日
時　

●
前
半　

５
月
11
日

（
土
）
～
６
月
29
日（
土
）
の
期
間
中
、

土
曜
日
の
13
時
～
17
時（
全
５
回
）

　

●
後
半　

７
月
10
日（
水
）
～
10

月
16
日（
水
）
の
期
間
中
、
水
曜
日

の
19
時
～
21
時（
全
14
回
）

▽
場
所　

●
前
半　

奥
能
登
行
政

セ
ン
タ
ー（
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
内
）　

●
後
半　

輪
島
市

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
７
、
８
０
０
円
が
必
要
）

受
講
生
募
集
！

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

交
流
会
で
は
、
手
話
学
習
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
交
換
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
音

や
周
り
の
人
の
声
が
聞
こ
え
に
く

い
と
感
じ
て
い
る
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

聞
こ
え
に
不
安
が
あ
る
人
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

▽
定
員　

30
人（
定
員
に
達
し
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
）

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
座
で

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
も
左
記
ま
で
。

■
福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
８

の
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
場
所　

す
ず
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー

▽
参
加
費　

無
料

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
８

PM2.5

　スカウトを随時募集中！　毎月、ハイキ

ングやキャンプなどを中心に、野外活動を

行っています。体験入隊も可能。興味のあ

る人は下記まで連絡ください。

●カブ隊　小学２～５年生

●ボーイ隊　小学６年生～中学３年生

●ベンチャー隊　高校１～３年生

君も、山へ！ 川へ！ 海へ！ 飛び出そう

■ボーイスカウト珠洲第１団（珠洲市教育

委員会事務局内）

　あ（８２）７８２６

　い（８２）６６３０

　自然とあそび なかまをつくろう！

ボーイスカウト募集

高濃度時には
注意喚起情報発信

　「PM2.5」とは、大気中に漂う小さな粒のこと。大きさ

が 2.5 マイクロメートル（0.0025 ミリメートル）以下の

非常に小さな粒子を「微小粒子状物質（略称 PM2.5）」と

呼びます。粒径が髪の毛の太さの 30 分の１ほどの大き

さで、肺の奥深くまで入りやすいのが特徴です。

　市では、石川県の測定で高濃度が予測される日に、

防災行政無線やケーブルテレビで注意喚起情報（１日

限定）を発信します。注意喚起が出る濃度でも、全ての

人に必ず健康への影響が出ることはありませんが、次

のことに注意して行動するよう心がけてください。

●屋外での長時間の激しい運動や不要な外出を減らす

●窓の開閉や換気を減らす

●呼吸器系や循環器系の持病がある人や子ども、高齢

者は体調の変化に注意して慎重に行動

■生活環境課環境係　あ（８２）７７４３

現在、市が　配布を進め
ている防災　ラジオでも、
「PM2.5」の　注意喚起情
報を受信で　きます。

ピーエム
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●赤石大輔　（あかいし・だいすけ）
能登半島里山里海自然学校研究員、NPO 法
人能登半島おらっちゃの里山里海研究員
として、珠洲を中心に「能登の里山里海」
の保全に携わる。現在は、珠洲市自然共
生研究員として活動。

里山里海から珠洲を振り返る

★
世界に誇る
珠洲の里山里海

9

　
　
　

な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
　
　

赤
石
大
輔
で
す
。
今
年

度
も
珠
洲
市
の
自
然
共
生
研
究

員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月

か
ら
も
こ
こ
で
、
「
珠
洲
の
里

山
里
海
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
」
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
が
珠
洲
へ
来
て
７
回
目
の

春
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
美
し

い
自
然
の
中
で
春
を
感
じ
て
い

る
と
、
珠
洲
の
里
山
里
海
が
ど

の
く
ら
い
変
化
し
て
い
く
の
か

分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
ね
。
そ

こ
で
生
物
多
様
性
を
中
心
に
、

こ
こ
数
年
の
珠
洲
や
世
の
中
の

動
き
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
３
月
に
は
能
登
半

島
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
珠
洲

で
も
家
屋
や
た
め
池
の
堤（
水

を
せ
き
止
め
る
も
の
）
な
ど
に

被
害
が
出
ま
し
た
。
同
じ
年
に

は
中
越
沖
地
震
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
23
年
に
は
東

日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に
よ

り
、
東
北
地
方
の
農
村
が
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

６
年
間
で
震
度
６
以
上
の
地
震

が
15
回
も
発
生
し
て
い
て
、
本

当
に
地
震
の
多
い
国
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
災
害
に
強
い
国
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
一
極
集
中

を
や
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

持
続
可
能
な
形
で
生
活
基
盤
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

を
、
み
な
さ
ん
も
感
じ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
名
古
屋
で
生

物
多
様
性
の
国
際
会
議
が
開
か

れ
、
２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）

ま
で
に
何
と
か
生
物
多
様
性
の

減
少
を
食
い
止
め
、
持
続
可
能

社
会
を
目
指
そ
う
と
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
年
に
は
、
ワ
シ

ン
ト
ン
条
約
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

取
引
規
制
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

珠
洲
で
も
マ
グ
ロ
の
蓄
養
が
試

み
ら
れ
ま
し
た
が
、
予
想
よ
り

難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
は
ウ
ナ
ギ
が

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
食
材
の

確
保
が
ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
は
世
界
農
業
遺

産
に
能
登
の
里
山
里
海
が
認
定

さ
れ
、
「
能
登
」
が
脚
光
を
浴
び

た
年
で
し
た
。
認
定
を
受
け
た

23
年
度
に
、
市
は
地
域
連
携
保

全
活
動
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
３
年
目
の
今
年
は
い
よ
い

よ
完
成
に
向
け
て
ま
と
め
作
業

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
計

画
作
り
に
つ
い
て
、
先
月
、
３

月
３
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

み

私
催
し
、
計
画
の
骨
子
を
地
域
の

み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

活
動
計
画
に
は
４
つ
の
重
要

項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

①
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
希
少

　

な
水
生
生
物
を
保
全
し
、　

　

地
域
に
環
境
配
慮
型
の
農

　

業
を
広
め
る

　

②
ア
カ
マ
ツ
や
コ
ナ
ラ
な

　

ど
の
里
山
林
を
さ
ま
ざ
ま

　

な
主
体
が
連
携
し
て
維
持

　

管
理
す
る

　

③
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
な

　

ど
外
来
生
物
へ
の
対
策
と

　

地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

④
被
害
が
広
が
っ
て
い
る

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
抑
え
、

　

地
域
の
農
業
を
守
る

　

こ
の
４
つ
で
す
。
地
域
の
里

山
里
海
を
活
用
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
「
と
て
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
（
や
り
が

い
の
あ
る
）
計
画
」
で
す
。

　
　
　

が
珠
洲
へ
来
た
平
成
18

　
　
　

年
の
珠
洲
の
人
口
は

１
８
、
９
１
５
人
で
し
た
が
、

し
た
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
新

た
な
仕
事
の
創
出
お
よ
び
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
に
必
要
な
経
費

●
農
林
水
産
物
な
ど
の
１
次
産

品
の
高
付
加
価
値
化
に
必
要
な

経
費

●
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た

体
験
メ
ニ
ュ
ー
お
よ
び
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
に
必
要
な
経
費

●
世
界
農
業
遺
産
の
利
活
用
の

た
め
、
専
門
家
や
珠
洲
市
な
ど

と
行
う
調
査
・
検
討
に
必
要
な

経
費

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
作
成
、

情
報
発
信
、
営
業
活
動
に
必
要

な
経
費

　

補
助
金
交
付
は
、
同
一
対
象

者
に
つ
き
１
回
限
り
と
し
ま
す
。

　

珠
洲
の
里
山
里
海
の
保
全
継

承
や
利
活
用
に
取
り
組
む
み
な

さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者　

珠
洲
市
に
住
所
を

有
す
る
個
人
、
ま
た
は
事
務
所

な
ど
を
有
す
る
法
人

■
対
象
事
業
・
補
助
額

●
市
内
で
の
世
界
農
業
遺
産
の

利
活
用
に
関
す
る
事
業　

対
象

経
費
の
３
分
の
２
以
内
の
額

（
限
度
額
50
万
円
）

●
市
内
の
里
山
里
海
環
境
な
ど

の
保
全
継
承
の
た
め
の
活
動
に

関
す
る
事
業　

対
象
経
費
の

10
分
の
10
以
内
の
額（
限
度
額

50
万
円
）

■
対
象
経
費

●
里
山
里
海
の
資
源
を
利
活
用

今
年
２
月
で
は
１
６
、
５
６
７

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

４
０
０
人
ほ
ど
減
少
し
、
里
山

の
担
い
手
で
あ
る
農
業
者
も
確

実
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
金
沢
大
学
の
里
山

マ
イ
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
に
合
わ
せ
て
、
わ
ず
か
で

す
が
若
い
人
た
ち
が
珠
洲
へ
移

住
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

数
年
後
に
珠
洲
を
振
り
返
っ
た

時
、
「
里
山
里
海
を
守
る
こ
の

計
画
作
り
が
大
き
な
転
機
だ
っ

た
」
と
言
え
る
よ
う
に
、
良
い

計
画
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問い合わせ

■自然共生室自然共生係

　　あ（８２）７７１６

　

「
珠
洲
市
自
然
共
生
ポ
イ
ン

ト
制
度
」
は
、
自
然
と
共
生
す

る
珠
洲
市
の
構
築
に
向
け
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
、
環
境
保
全

活
動
へ
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
独
自
の
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
制
度
。
集
め
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
市
内
の
協
力
店
で
環
境

に
優
し
い
商
品
や
珠
洲
市
共
通

商
品
券
な
ど
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

左
表
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
交
付

対
象
と
な
る
活
動
と
交
付
ポ
イ

ン
ト
数
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

★
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
、

環
境
保
全
活
動
を
実
施
す
る
集

落
な
ど
の
地
域
団
体
や
学
校
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
取
り
組

む
も
の
が
対
象
。
そ
の
際
の
ポ

イ
ン
ト
の
受
け
取
り
は
、
「
申

請
団
体
」
か「
参
加
者
個
人
」
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
交
付
に
は
活
動
実

施
【
前
】
に
市
へ
の
申
請
、
活
動

実
施
後
に
実
績
報
告
が
必
要
で

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
必
要

書
類
は
市
役
所
４
階
自
然
共
生

室
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

環
境
保
全
活
動
で
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
！

珠
洲
市
独
自
の
「
自
然
共
生
ポ
イ
ン
ト
」

珠
洲
市
里
山
里
海
応
援
基
金

事
業
費
補
助
金

廃食用油の回収

　廃食用油１リットルに対し、50 ポイント

● BDF（※）の購入

　購入 10 リットルに対し、50 ポイント

省エネ設備（住宅用 LED 電球など）への取り換え

　5,000 円以上の購入に対し、50 ポイント

　（１世帯につき１回限り）

★海岸清掃活動

　参加１回に対し、１人につき 50 ポイント

★河川清掃活動

　参加１回に対し、１人につき 50 ポイント

★道路清掃活動

　参加１回に対し、１人につき 50 ポイント

地域イベントでのマイバッグ持参・利用

　参加１回に対し、１人につき 50 ポイント

地域活動での生ごみの分別収集

　参加１回に対し、１人につき 50 ポイント

★植林・間伐・除伐など森林保全活動への参加

　参加１回に対し、１人につき 100 ポイント

●環境家計簿への参加

　参加１回に対し、１世帯につき 100 ポイント

●は現在、取り組み開始に向けて準備中の項目です。

※ BDF とは…廃食用油や菜種油など植物油からできる燃

料。軽油の代わりとなり、自動車や重機などのディーゼ

ル車に利用される。バイオディーゼル燃料の略称。

eco

３月 10 日に鉢ヶ崎
で行ったクロマツの
植林。詳しくは 34
～ 35 ページに掲載
されるそうです。
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自
然
と
共
生
す
る
地
域
に

鉢
ヶ
崎
で
ク
ロ
マ
ツ
植
林

珠洲市のゆるキャラ
「みつけたろう」

　

３
月
10
日
、
蛸
島
町
の
鉢
ヶ

崎
で
ク
ロ
マ
ツ
の
植
林
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
区

長
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
半

島
お
ら
っ
ち
ゃ
の
里
山
里
海
、

蛸
島
青
年
団
、
蛸
島
小
学
校
の

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
約

80
人
。
市
外
か
ら
駆
け
付
け
た

高
坂
・
根
上
町
み
ど
り
を
守
る

会
（
能
美
市
）
の
み
な
さ
ん
が
、

植
林
技
術
を
指
導
し
、
３
０
０

本
余
り
を
植
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
多
く
の
人
が
関
わ
る

「
キ
リ
コ
祭
り
」
で
、
ほ
と
ん
ど

の
キ
リ
コ
に
飾
ら
れ
る
笹
や
松

な
ど
の
植
物
。
蛸
島
町
で
は
、

「
男
松
」
と
呼
ば
れ
る
ク
ロ
マ
ツ

を
２
本
飾
る
の
が
し
き
た
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
供
給
源
と

な
っ
て
き
た
鉢
ヶ
崎
の
ク
ロ
マ

ツ
林
は
年
々
枯
れ
、
近
年
は
ほ

か
の
地
域
を
探
し
た
り
、
代
用

し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

発
案
者
の
木
挽
芳
紀
さ
ん
は
、

「
植
え
る
だ
け
で
終
わ
り
で
は

な
い
。
活
動
を
続
け
て
い
く
上

で
地
域
の
人
が
興
味
を
持
ち
、

ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
く
れ
れ

ば
」
。
協
力
し
た
上
野
正
寛
さ

ん
は
、
「
青
年
団
の
活
動
で
は
、

地
域
貢
献
が
一
番
大
事
。
蛸
島

青
年
団
は
立
ち
上
が
っ
て
間
も

な
い
の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
キ
リ
コ
用
の
ク
ロ
マ

ツ
を
育
て
な
が
ら
、
防
風
林
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
森
づ
く

り
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
い

く
予
定
。
地
域
の
伝
統
文
化
と

里
山
里
海
の
保
全
の
両
立
に
必

要
な
ベ
テ
ラ
ン
世
代
の
知
識
・

経
験
に
、
若
い
世
代
の
力
が
加

わ
り
、
珠
洲
の
伝
統
と
里
山
里

海
は
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

①子どもから大人ま
で約80人が参加。
②参加したみなさん
で記念撮影。
③鉢ヶ崎ケビンの付
近に植えられたクロ
マツ。
④蛸島町のキリコ祭
りで、キリコに飾ら
れる男松。

蛸島青年団団長

上野正寛さん

蛸島小 PTA会長

木挽芳紀さん

蛸島小６年

稲谷　陸くん

「お祭りでキリ
コに飾ることは
少しだけ知って
いました。でも、
今日の植林前ま
で、クロマツが
減っていること
は知らなかった
ので、協力でき
て良かったと思
います」

NPO法人能登半島おらっちゃ
の里山里海の賛助会員でも
ある木挽さんが、上野さん
に「蛸島青年団にも加わって
ほしい」と声をかけた。「青
年団としても、ぜひ携わり
たい」と上野さんが快諾した
ことで、今回の植林が実現。

インドネシアからの漁業研修生も参加。
お世話になっている蛸島のために汗を
流した。

①

②

④③
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